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～栄村駅伝大会～
　7月9日（日）村の駅伝大会が開催されま
した。
　当日は30℃を超える猛暑となりましたが、
各チーム棄権者が出ることなく、全てのチー
ムのタスキが繋がりました。
　また、沿道からも力強い応援を受け、選
手たちの励みとなっていました。
※詳しくは10ページへ
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■健診結果報告について ほか•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••P7
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7
月
23
日
（
日
）
信
州
プ
ロ
レ
ス
10

周
年
記
念
大
会
第
2
弾
と
し
て
、
信
州

プ
ロ
レ
ス
無
茶
フ
ェ
ス
in
栄
村　

女
子

プ
ロ
レ
ス
祭
が
栄
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は

7
試
合
が

行
わ
れ
、

ど
の
試
合

も
白
熱
し

た
試
合
展

開
と
な
り
、

会
場
は
大

盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

▲北信保育園の園児によるダンスでは男の子は法被、女の子は浴衣で
の爽やかな発表となりました。

▲ドキドキのスイカ割り大会!!▲最後は盆踊りで会場が一つになりました

▲場外乱闘でもカメラポーズはしっかり ▲無茶フェス開幕!!

　

7
月
22
日
（
土
）
に
第
1
回
さ
か
え

夏
ま
つ
り
が
森
宮
野
原
駅
前
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
30
℃
を
超
す
猛
暑
の
中
で
の

開
催
と
な
り
、
各
出
演
者
の
方
々
は
額

に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、
活
気
あ
ふ

れ
る
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
回
さ
か
え

　
　
夏
ま
つ
り
開
催

信
州
プ
ロ
レ
ス
無
茶
フ
ェ
ス

in 

栄
村

▶
リ
ン
グ
中
央
豊
田
真
奈
美
選
手
は
、
今
大
会

が
長
野
県
ラ
ス
ト
マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。

▶
後
半
戦
は
、
技
の
応
酬
に
息
も
つ
か
せ
な
い

大
迫
力
な
試
合
展
開
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▲第2分団　百合居部のメンバー

　
７
月
２
日
（
日
）
に
中
野
市
運
動
公
園
に
お

い
て
北
信
消
防
協
会
第
28
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
栄
村
消
防
団
か
ら

は
第
２
分
団
百
合
居
部
が
出
場
し
、
２
年
連
続

３
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
２
名
が
番
員
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
２
ヵ
月
に
わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

　

第
3
位　

第
2
分
団 

百
合
居
部

　
　
　
　
　

指
揮
者
・
・
保
坂
泰
章
（
泉
平
）

　
　
　
　
　

1
番
員
・
・
斉
藤
大
輔
（
箕
作
）

　
　
　
　
　

2
番
員
・
・
久
保
田
成
哉
（
箕
作
）

　
　
　
　
　

3
番
員
・
・
久
保
田
恭
平
（
箕
作
）

　
　
　
　
　

補
助
員
・
・
島
田
鉄
矢
（
泉
平
）

◇
番
員
賞

・
指
揮
者

　

保
坂
泰
章

・
1
番
員

　

齋
藤
大
輔

北
信
ポ
ン
プ
操
法
大
会

で
3
位
入
賞

現象の種類 説　　　明 発表基準（栄村の場合）

大　
雨

注意報 大雨による災害が発生する恐れがあると予想され
る場合に発表

土壌雨量指数基準76㎜
（土砂災害）
表面雨量指数基準5㎜

（浸水害）

☆警　報 大雨による重大な災害が発生する恐れがあると予
想される場合に発表

土壌雨量指数基準85㎜
（土砂災害）
表面雨量指数基準9㎜

（浸水害）

☆記録的短時間
大雨情報

大雨警報発表時に、現在の降雨がその地域にとっ
て災害の発生につながるような、まれにしか観測
できない雨量であることを知らせるために発表

1時間降水量　100㎜

☆特別警報
台風や集中豪雨により数十年に一度の大雨、また
は数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気
圧による大雨が予想される場合に発表

48時間降水量 278㎜
3時間降水量　100㎜

洪　
水

注意報 大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害
が発生する恐れがあると予想される場合に発表

流域雨量指数基準
千曲川流域＝81.2、志久
見川流域＝14.2、北野川
流域＝10.8、小箕作川流
域＝ 3.2、中津川流域＝
24

☆警　報
大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、重大
な災害が発生する恐れがあると予想される場合に
発表

流域雨量指数基準
千曲川流域＝ 101.5、志
久見川流域＝17.7、北野
川流域＝13.5、小箕作川
＝4、中津川流域＝30.1

☆土砂災害警戒情報 大雨警報発令中に、大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時に、長野
県と長野地方気象台が共同で発表する情報

大雨・洪水にかかわる注意報・警報の発表基準

※特別警報の発表基準は平成29年3月1日現在の数値
※☆印の警報・情報が栄村に発表された際には、自動的に告知放送スピーカーから放送されます。
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農
業
委
員
は
、
任
期
満
了
に
よ
り
7

月
20
日
か
ら
新
制
度
に
よ
る
新
た
な
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
10
名
と
、
新
た
に
設
け
ら

れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
4
名

で
今
後
農
業
委
員
会
の
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

法
律
改
正
に
よ
り
「
農
地
利
用
の
最

適
化
（
農
地
集
約
、
遊
休
農
地
対
策
等
）」

の
取
組
み
が
農
業
委
員
会
の
最
重
要
業

栄
村
農
業
委
員
が

    
改
選
さ
れ
ま
し
た

務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の

推
進
体
制
の
強
化
の
た
め
、
こ
れ

を
専
門
的
に
担
う
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
に
向

け
た
農
地
の
貸
し
手
、
借
り
手
へ

の
相
談
や
仲
介
な
ど
行
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
と
連
携
し
て
、

「
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
の
許

認
可
に
あ
た
り
必
要
に
応
じ
て
発

言
」「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
指
針
」
の
作
成

に
対
し
意
見
提
出
を
行
い
ま
す
。

▶
農
業
委
員
の
皆
さ
ん

▶
最
適
化
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

　

長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、
卒
業
後

す
ぐ
に
稼
げ
る
農
業
経
営
者
を
育
成
す

る
「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
「
ど
う
い
う
品
目
で
、
ど
の
よ
う
な
農

業
経
営
を
や
り
た
い
」
と
い
う
目
標
が

明
確
で
、
就
農
意
欲
が
高
い
方
を
募
集

し
ま
す
。

◇
学
科　

総
合
農
学
科

　
　
　
　

実
践
経
営
者
コ
ー
ス

◇
募
集
人
員　

10
名

◇
修
学
年
数　

2
年

◇
受
験
資
格　

高
卒
等
以
上

◇
願
書
受
付
期
間

　

第
1
回　

9
月
13
日
～
10
月
4
日

　

第
2
回　

11
月
8
日
～
11
月
29
日

　

第
3
回　

1
月
10
日
～
1
月
31
日

◇
授
業
料　

年
額
1
1
8
，8
0
0
円

◇
諸
経
費　

教
材
、
寮
費
、
実
習
費
等

と
し
て
1
年
次
61
万
円
程
度
、
2
年

次
51
万
円
程
度
（
Ｈ
29
年
度
実
績
）

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
農
業
大
学
校

　

農
学
部　

事
務
局

　

☎
０
２
６
-２
７
８
-５
２
１
１

　

FAX
０
２
６
-２
６
１
-２
１
２
１

議席 氏　名 地区 ①選出

会長 渡辺　利正 横倉 任命
（6期目）

会長
代理 油科　恵子 平滝 任命

（2期目）

1 樋口　金也 小滝 任命
１期目

2 廣瀬　秀勝 森 任命
１期目

3 宮川　一哉 野田沢 任命
１期目

議席 氏　名 地区 ①選出

4 齋藤　元一 天代 任命
１期目

5 桑原　全利 北野 任命
１期目

6 島田　裕水 青倉 任命
１期目

7 中村久美子 長瀬 任命
１期目

8 樋口　秀孝 森 任命
１期目

担当地区 氏　名 地区 ②選出

水内 月岡　武昭 白鳥 委嘱
１期目

東部 石澤　和博 志久見 委嘱
１期目

西部 齋藤　静雄 泉平 委嘱
１期目

秋山 相澤　博文 和山 委嘱
１期目

栄 村 農 業 委 員 会 任期：平成29年7月20日～平成31年7月19日

※②選出：農業委員会からの委嘱

※①選出：栄村長からの任命

○農業委員 ○農地利用最適化推進委員

長
野
県
農
業
大
学
校

「
実
践
経
営
コ
ー
ス
」

学
生
募
集
に
つ
い
て
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県
内
の
間
伐
材
や
製
材
端
材
等
の
森

林
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
進
め
て
お
り
、
毎
年
、

村
内
の
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

を
活
用
し
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置

補
助
を
行
い
ま
す
。
補
助
は
設
置
費
の

2
分
の
1
以
内
（
上
限
10
万
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
8
月
28
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
産
業
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

　電気柵は農作物を有害鳥獣から守るのに大変有効です。村では、電気柵を設置した農
業者に費用の一部を補助します。
◇対 象 者　　村内に住所を有する農業者
◇補 助 率　　購入費用の1/2以内（限度額3万円）
◇申請方法と補助金支払いまでの流れ
　1　電気柵を購入する前に役場へ①申請書②電気柵のカタログ③見積書を提出する。
　2　電気柵を購入・設置後に役場へ①実績報告書②設置場所の写真③領収書の写しを
　　  提出する。
　3　役場による現地確認
　4　補助金の支払い

　電気柵は比較的安価で設置も容易ですが、設置方法や使用方法を誤ると重大な事故を引
き起こす危険性があります。電気柵を使用する際は、以下の正しい方法で使用してください。

①製品の取扱説明書を熟読し、性質や性能をよく理解したうえで設置する。
②電気柵に適度な電気が流れるような電源装置を使用する。なお、商用電源（家

庭用コンセントなど）から直接通電することは非常に危険なので、絶対にしない。
③周囲の人がわかりやすい位置に、見やすい文字で危険表示を行う。
④通電中の電気柵の電線には触れない。特にペースメーカーを使用している方

や子供は注意が必要
⑤劣化や故障、異常がないかこまめに点検する。電気柵の線に雑草が接触しな

いように除草剤を散布するか、手刈りをする。

電気柵の購入補助について

【問合せ先】産業建設課　産業振興係　☎0269‐87‐3113

今
年
の
冬
は
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り

ま
せ
ん
か
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広
域
連
合
で
は
、
平
成
30
年
4
月
1

日
採
用
予
定
の
職
員
と
し
て
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
介
護
員
等
、
短

大
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
看
護
師

の
職
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

《
受
験
対
象
者
》

◇
年　

齢

・
高
校
卒
業
程
度
〈
介
護
員
等
〉

　

昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
12
年
4
月
1
日
ま
で
の
者

・
短
大
卒
業
程
度
〈
看
護
師
〉

　

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
の
者

◇
住　

所

・
高
校
卒
業
程
度
〈
介
護
員
等
〉

　

採
用
後
北
信
広
域
連
合
組
織
市
町
村

に
居
住
し
、
住
民
登
録
す
る
者

・
短
大
卒
業
程
度
〈
看
護
師
〉

　

要
件
な
し

《
試
験
日
》

◇
1
次
試
験
：
9
月
17
日
（
日
）

◇
2
次
試
験
：
11
月
上
旬
予
定

《
申
込
書
》

　

北
信
広
域
連
合
、
組
織
市
町
村
の
役

所
・
役
場
等
ま
た
は
、
北
信
広
域
連
合

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
2

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
機
関

　

第
２
回
目　

9
月
20
日
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
６
-５
８
-２
３
３
２

◇
期　

日

　

平
成
29
年
8
月
26
日
（
土
）

◇
受
付
開
始　

9
時
～

※
雨
天
延
期
の
場
合
は
9
月
2
日

（
土
）
と
な
り
ま
す
。

◇
会　

場　

横
倉
農
村
広
場

　
　
　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
主　

催　

栄
村
教
育
委
員
会

◇
申
込
締
切　

　

平
成
29
年
8
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
８

《
受
付
期
間
》

　

平
成
29
年
7
月
10
日
（
月
）
～

　

平
成
29
年
8
月
18
日
（
金
）
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

北
信
広
域
連
合
事
務
局　

総
務
係

　

☎
０
２
６
９
-３
８
-５
０
５
０

　

今
年
度
の
自
衛
官
等
募
集
内
容
に
つ

い
て
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
防
衛
大
学
校
学
生
〉

◇
概
要
：
国
を
思
い
将
来
を
見
つ
め
る

自
衛
隊
の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す

◇
資
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
一
般
受
付
：
9
月
5
日
～
9
月
29
日

〈
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
〉

◇
概
要
：
総
合
臨
床
医
と
し
て
国
際
的
に

活
躍
で
き
る
自
衛
隊
医
官
を
目
指
す

◇
資
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
受
付
：
9
月
5
日
～
9
月
29
日

〈
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
〉

◇
概
要
：
未
来
に
目
を
向
け
た
看
護
師

養
成
課
程

◇
資
格
：
高
卒　

21
歳
未
満
の
者

◇
受
付
：
9
月
5
日
～
9
月
29
日

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
0
2
6
-2
3
5
-6
0
2
6

北
信
広
域
連
合
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

放
送
大
学
10
月
生

　 

募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
等

　
　
募
集
に
つ
い
て
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体
力
に
自
信
の
あ
る
男
性
や
健
康
を

維
持
し
た
い
女
性
な
ど
、
比
較
的
若
い

こ
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
介
護
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
自

分
の
守
る
た
め
に
元
気
ア
ッ
プ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
す
。
1
年
を

通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
第
2
回
日
時
：
9
月
2
日
（
土
）

　

18
時
30
分
～
20
時

◇
場　

所
：
役
場
周
辺

◇
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方

◇
参
加
費
：
３
０
０
円

◇
2
回
目
の
歩
き
方
：
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

　
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」
は
体
を

大
き
く
動
か
す
の
で
、
鍛
え
た
い
・
痩

せ
た
い
あ
な
た
に
効
果
的
。「
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
ク
」
は
膝
・
腰
に
負
担
を
か
け

ず
楽
に
歩
き
た
い
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ

で
す
。
あ
な
た
の
体
に
合
っ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
栄
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
が
楽

し
く
指
導
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課
介
護
支
援
係 

担
当
樋
口

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
１

※ここに記載のない地区については、保健師が結果をお届けします。
　当日都合がつなかない方は、健康増進係へ取りに来ていただくか、保健師がお届けしますので、ご連絡ください。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
1
年
間
で
、
毎
年
7
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら
は
、
新
し

い
被
保
険
者
証
で
病
院
等
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月
22
日

～
26
日
頃
に
郵
送
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

（
被
保
険
者

お
一
人
ず
つ

封
筒
で
お
送

り
し
て
い
ま

す
）

　

ま
だ
新

し
い
被
保
険

者
証
が
届
か

な
い
と
い
う

方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
住
民
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
4

元
気
ア
ッ
プ
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
証
の
定
期
更

新
に
つ
い
て

▲新しい被保険者証は橙
だいだいいろ

色です

平成29年度　総合健診結果報告会の日程
日 受付時間 場　所 対象地区

8月1日（火）

9:00～10:00 森公民館 森

10:30～11:30 青倉公民館 青倉

13:30～14:30 白鳥公民館 白鳥

15:00～16:00 平滝公民館 平滝

8月2日（水） 10:00～11:30 とねんぼ 小赤沢

8月4日（金）

9:00～10:00 柳在家公民館 柳在家、切欠

10:30～11:30 志久見公民館 志久見、雪坪

13:00～14:00 箕作公民館 箕作

15:00～16:00 野田沢公民館 野田沢

【問合せ先】栄村役場　健康支援課　健康増進係　☎0269-87-3020



（H26）
94.4

（H27）
94.8

（H28）
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（H27）
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（H28）
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98.6
（H26）

93.3
（H27）

93.7
（H28）
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区分 住民基本台帳人口
（平成27年1月1日）

職員数
A

給　　与　　費 一人当たり
給与費B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

27年度 2,109人 79人 307,300千円 55,650千円 110,750千円 473,700千円 5,996千円

（注）	 １　職員手当には退職手当を含みません。
	 ２　職員数は、27年4月1日現在の人数です。

1　職員給与費の状況（平成27年度決算）

区 分 栄 村 長 野 県 国

一般行政職
大 学 卒 181,500 円 181,500 円 178,200 円

高 校 卒 148,800 円 148,800 円 146,100 円

4　職員の初任給の状況（29年4月1日現在）

県内町村平均 長野県栄　村

２　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

100

105

95

90

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

3　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（28年4月1日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（国比較ベース）

栄　村 43.9歳 306,000円 324,069円

長野県 45.3歳 338,900円 374,885円

国 43.6歳 331,816円 410,984円

都道府県平均 43.2歳 330,689円 372,775円

一般行政職

栄村の給与等についてお知らせします栄村の給与等についてお知らせします

区 分 20歳
　未満

20歳
〜23歳

24歳
〜27歳

28歳
〜31歳

32歳
〜35歳

36歳
〜39歳

40歳
〜43歳

44歳
〜47歳

48歳
〜51歳

52歳
〜55歳

56歳
〜59歳

60歳
　以上 計

職員数 0人 3人 6人 9人 2人 11人 6人 6人 7人 12人 12人 0人 74人

割合 0% 4.1% 8.1% 12.2% 2.7% 14.9% 8.1% 8% 9.5% 16.2% 16.2% 0% 100%

5　年齢別職員構成の状況（29年4月1日現在）
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栄 村 長 野 県 国

１人あたり平均支給額（27年度）
1,401千円

１人あたり平均支給額（27年度）
1,704千円        

（28年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.7月分

（28年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.7月分

（28年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.7月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算5～15%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算5～20%　管理職加算15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算5～20%　管理職加算10～25％

6　期末手当・勤勉手当

支給実績（27年度決算） 1,536千円

職員1人あたり平均支給額（27年度度決算） 19千円

支給実績（26年度決算） 2,365千円

職員1人あたり平均支給額（26年度度決算） 34千円

8　時間外勤務手当（普通会計）

区 分 給 料 月 額 等

給
料

村 長
副 村 長

606,000円
514,000円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

221,000円
146,000円
129,000円

期
末
手
当

村 長
副 村 長 3.25月分（29年度支給割合）

議 長
副 議 長
議 員

3.25月分（29年度支給割合）

退
職
手
当

村 長
副 村 長

　　  （算定方式）　　 　　　　（1期の手当額）＊1（支給時期）
606,000 × 20.4（支給率）　　　12,362千円　　　　  任期毎
514,000 × 12.192（支給率）　　 6,267千円　　　 　 任期毎

9　特別職の報酬等の状況（29年4月1日現在）

（注）＊1　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年=48月）勤
めた場合における退職手当の見込額です。

栄 村 国
7　退職手当（29年4月1日現在）

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 20.45月分	 25.56月分
勤続25年	 29.15月分	 34.58月分
勤続35年	 41.325月分	 49.59月分
最高限度額	 49.59月分	 49.59月分

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
勤続 20 年            －		  22.84月分
勤続 25 年	 29.35月分	 35.24月分
勤続 35 年	 41.325月分	 49.59月分
最高限度額	 49.59月分	 49.59月分
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▶
決
勝
戦
緊
張
の
第
一
打

　
７
月
９
日
（
日
）
第
11
回
栄
村
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら

13
チ
ー
ム
、
東
京
都
武
蔵
村
山
市
か
ら

５
チ
ー
ム
、
飯
山
市
か
ら
５
チ
ー
ム
の

計
23
チ
ー
ム
が
北
野
か
ら
横
倉
の
農
村

広
場
ま
で
の
６
区
間
12
・
3
K
m
を
走

り
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
暑
い
中
、
大
勢
の

皆
様
か
ら
選
手
に
応
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
警
察
官
、
地
区
公
民
館

や
交
通
安
全
協
会
な
ど
多
く
の
皆
様
の

　

7
月
5
日
（
水
）
横
倉
農
村
広
場
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
で
第
38
回
栄
村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
雨
で
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
全
試
合
が
順
調
に
進
み
、

白
熱
し
た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
接

戦
を
制
し
た
北
野
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

◇
結
果

　

1
位　

北
野

　

2
位　

青
倉
B

　

3
位　

青
倉
A

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栄
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催

第
11
回
栄
村

　
　
駅
伝
大
会
結
果

順位 チーム名 記　録

１ 駅伝愛好会 40分36秒

２ 桑原健次郎 44分20秒

３ アベンジャーズ 48分55秒

４ エゴーマさかえ 49分28秒

５ あおくら 49分30秒

６ 秋山チームY 50分36秒

７ 栄ドリームス 51分29秒

８ フランセーズ悠さかえ 52分09秒

９ 栄小アクティブRUNランズ 55分34秒

10 秋山チームA 56分34秒

11 KENDO 57分36秒

12
栄村役場健康支援課 59分10秒

こたき 59分10秒

順位 チーム名 広
域
公
民
館
地
区
内
の

居
住
者
や
出
身
者
で
編

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
を

「
地
域
の
部
」
と
し
て

表
彰
し
ま
し
た
。

１ あおくら

２ 秋山チームＹ

3 秋山チームＡ

武
蔵
村
山
市

でえだら 54分11秒

かたくり 50分46秒

えのき 51分58秒

西部地区おやじの会 51分36秒

第二小学校teachers 50分25秒

飯
山
市

くらぶ鬼島（おにじま）Ａ 44分36秒

くらぶ鬼島Ａ’ 39分48秒

くらぶ鬼島Ｂ 46分54秒

城北中 野球部Ａ 49分55秒

城北中 野球部Ｂ 56分52秒

【総合の部】

【地域の部】

【特別参加チーム】

▲優勝した駅伝愛好会チーム
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　今回は4月1日付けで長野県から栄村に派遣され、特命対策課に在籍
している田川秀和さんに話を伺いました。

Q.県の職員として今まではどんな仕事をされていましたか?
A.栄村に派遣される前は、県庁産業労働部産業政策課で商工会等に対
する補助金の審査や指導、事業協同組合の認可等を担当していました。
県庁には約13年間勤務していましたが、それ以前は上伊那地方事務所
や下伊那地方事務所といった南信地域などにも勤務しており、税務課
等に在籍していたことがあります。

Q.ご出身はどちらですか? 
A.中野市の出身で、ぽんぽこ温泉や中山晋平記念館などのある中野市南部の日野地区という地籍に居

住しており、自宅から毎日自家用車で約1時間程度運転して栄村役場に通勤しています。冬期間の
通勤時間などが心配ですが、集落や獅子舞保存会の役員などの地域活動や、両親が管理している
田畑の手伝い等もあることから冬期間も自宅から通勤するつもりですので、栄村にお世話になって
いる間は、通勤中無事故でいられるよう慎重な運転を心掛けていきたいと思っています。

Q.栄村の印象はどうですか? 
A.栄村と同じ北信地域振興局の管内の出身ですが、これまで栄村を訪れたのは長野県北部地震発生

直後にお手伝いに来た以外、個人的に何回かドライブなどに来た程度でした。私の自宅も山際にあ
るため、栄村の風景はそれほど出身地と違うという印象は受けませんでしたが、人と人との繋がり
が強く、集落ごとの活動が活発だと感じました。

Q.特命対策課ではどんなことをされていますか?
A.現在は空き家対策を中心に業務を行っています。今後、人口減少などにより空き家の増加が全国的

に危惧されており、栄村においても対策が必要と考えています。使用されていない住宅を売却した
り賃貸するための空き家バンクの運営や、常時居住されていない住宅の適正管理に向けた情報の提
供など、村民の皆様方のお役に立てる仕事をしていきたいと考えています。

Q.今後、どんなことをやっていきたいですか?
A.栄村には2年間派遣される予定です。村の方々のお話をできる限り伺いながら、効果的な仕事がで

きればと考えています。具体的には空き家対策のほか、移住・定住対策など人口の増加に繋がる事
業や、他地域との交流の促進など地域の活性化に繋がる事業などに積極的に取り組んでいきたいです。
栄村の人財や貴重な地域資源を大切にしながら、栄村がこれまで以上に活性化されるよう、村の方々
と一緒に取り組んでいきたいので、多くの皆様方からご意見などをお寄せいただければ有難いと思っ
ています。引き続き、ご指導いただきますようよろしくお願いします。
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～ハローワーク利用のオススメ～
　ハローワーク飯山の５月現在の求人倍率（求人募集数÷求職者数）は、５月現在で、1.34倍
で（仕事を探す方が100人いれば、募集は134人分ある状況）企業の採用意欲は高い水準にあ
ります。また、ハローワーク飯山管内は、例年、夏から初冬にかけ多くの求人募集が提出され
る時期です。「今が仕事探しのチャンスです。」

　初めての職探しでも、ブランクがある方もハローワークをのぞいてみてください。
　なお、ハローワークでは８月に「ひとり親世帯」の就労（就職、増収のための転職等）を支
援する「ひとり親、全力サポートキャンペーン」を実施します。

お仕事探しを始めませんか

【問合せ先】
ハローワーク飯山　飯山市飯山186-4（飯山日赤病院隣り）　☎0269-62-8609
中野職業相談室　中野市南宮1-11（中野市役所南宮庁舎）  ☎0269-23-4710

◎こんなニーズはありませんか？

◎ハローワークでは、こんなサービスを提供しています。

☆どうやって仕事を探していいのかわからない。
☆ブランクがあるけど、そろそろ就職したい。
☆どんな求人募集があるの？
☆どんな仕事についていいのか決められない。
☆今はパートだが正社員で働きたい。
☆就職するには、どのような準備が必要なの？
☆就職のための知識や技能を身に着けたい。

○専門の相談員による職業相談、職業紹介、職業訓練のあっせん
○パソコンで、職種や労働条件など本人の希望に沿った最新の求人の
　検索、職員のマッチングによる求人情報の提供
○仕事探しの不安や心構えについて相談。アドバイス
○履歴書、職務経歴書の書き方、面接の受け方の
　アドバイス
○職業興味や適性検査による適職アドバイス
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栄
村
史
（
歴
史
編
・
自
然
編
）
は
、

平
成
33
年
度
内
の
発
刊
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
編
纂
全
体
の
監
修
を
、
長
野
県

立
歴
史
館
館
長
の
笹
本
正
治
氏
に
、
ま
た
、

編
集
実
務
を
担
う
編
纂
主
任
を
、
木
島

平
村
の
樋
口
和
雄
氏
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
21
日
（
月
）
に
は
、
30

名
の
執
筆
者
が
一
堂
に
会
す
る
第

1
回
執
筆
者
会
議
を
開
催
し
ま

す
。
編
集
方
針
や
執
筆
分
担
を

確
認
し
あ
う
予
定
で
す
。

　

長
野
県
北
部
地
震
後
ま
も
な

く
、
切
欠
の
齋
藤
光
子
さ
ん
が

森
の
実
家
・
桑
原
家
を
整
理
し

た
時
に
、
段
ボ
ー
ル
1
箱
分
の

古
文
書
を
見
つ
け
ま
し
た
。
古

文
書
は
そ
の
後
、
役
場
で
保
管

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
齋

藤
さ
ん
が
村
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
古
文
書
は
「
桑
原
亮
家
文
書
」

と
名
づ
け
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
文
書
の
多
く
は
江
戸
時
代
の

も
の
で
、
帳
面
と
書
状
な
ど
あ
わ
せ
て

七
〇
点
ほ
ど
で
す
。
一
八
四
七
年
の
春

に
発
生
し
た
善
光
寺
大
地
震
の
際
、
森

の
奥
に
あ
る
山
が
崩
れ
て
、
田
畑
や
水

路
が
土
砂
で
埋
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
た

文
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
④
◇
◇

▲長野県立歴史館笹本館長を訪問

監
修
者
に
笹
本
正
治
氏

桑
原
亮
家
文
書
を

村
へ
寄
贈

　
今
回
は
笹
原
の
関
澤
睦
美
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
関
澤
さ
ん

は
鹿
児
島
県
の
出
身
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
栄
村
に
何
度
か
来

る
機
会
が
あ
り
、
昨
年
結
婚
を
機
に

笹
原
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

看
護
師
の
仕
事
を
し
な
が
ら
笹
原
で

農
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
関
澤
さ
ん
は
２
年
程
前
か
ら
、
シ

ン
ギ
ン
グ
リ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
形
は
金
属
製
の
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル

の
よ
う
な
物
で
音
を
出
し
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
効
果
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
関
澤
さ
ん
は
シ
ン
ギ
ン

グ
リ
ン
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
常
に

人
と
人
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
日
々

「
感
謝
」「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
澤
さ
ん

は
８
月
４・５

日
に
北
野
天

満
温
泉
で
開

催
さ
れ
る
、

世
界
中
で
活

躍
中
の
「
奈

良
裕
之
」
さ

ん
の
「
音
霊

（
お
と
だ
ま
）
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
お
問

い
合
わ
せ
窓
口
に
な
っ
て
お
り
、
当

日
は
演
奏
会
の
他
に
曼
華
鏡
作
り
、

懇
親
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

「
お
ら
と
こ
の
自
慢
」
で
は
、
取
材

を
し
て
欲
し
い
方
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
、
自
慢
し

て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
特

命
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

（
取
材
：
特
命
対
策
課
）
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教
わ
っ
た
り
、
魚
の
取
り
方
を
教
わ
っ
た
り
、

昔
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
ご
家
族
の
お
話
を
聞

い
た
り
、
何
よ
り
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
と
名

前
の
分
か
る
関
係
で
あ
る
こ
と
に
安
心
を
感
じ

ま
す
。
村
の
歴
史
、
自
然
と
向
き
合
う
手
作
り

の
暮
ら
し
、
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
野
良
仕
事

と
山
仕
事
、
雪
国
な
ら
で
は
の
民
具
、
繋
が
り

助
け
合
う
人
々
の
心
。
大
切
な
生
き
る
知
恵
と

技
術
を
こ
れ
ま
で
村
を
築
い
て
き
た
先
輩
方
か

ら
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
築
い
て
い

く
子
供
た
ち
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
に
も
消
え
て
し
ま
い
そ

う
な
宝
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を
残
し
て
い

く
に
は
本
当
に
わ
ず
か
な
時
間
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
秋
山
地
区
の
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
が
秋
山

郷
に
い
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な

い
事
も
多
く
、

栄
村
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
と
共
に

思
い
を
繋
げ

村
の
宝
を
守
っ

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々

と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
活
動
に
励
み
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

杉
森 

奈
那
子
）

せ
ん
。
今
後
、
し
っ
か
り
と
確
か
め
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
を
経
た
木
々
に
は
、
そ
こ
で
生
き
た

人
々
の
逸
話
や
土
地
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
今
後
、
木
や
森
を
見
る
と
き
に
そ

う
い
う
目
で
見
て
み
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。　　
　
　
　
　

  （
文
責　

越
智
）

　

秋
山
郷
に
来
て
4
ヵ
月
が
経
過
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
小
さ
く
て
心
配

で
仕
方
な
か
っ
た
野
菜
の
苗
も
無
事
に
成
長
し

花
を
付
け
は
じ
め
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
秋
山
の
み
な
さ
ん
の
お
顔
と
お
名
前

も
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
は
栄
村
の
様
々

な
集
落
へ
足
を
延
ば
す
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ

ん
の
方
々
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
長
年
栄
村
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
さ
ん
、
栄
村
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ

た
90
歳
代
の
大
先
輩
、
地
域
住
民
の
力
を
合
わ

せ
て
集
落
を
盛
り
上
げ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
栄
村
の
文
化
財
保
全
活
動
を
さ
れ

て
い
る
先
生
方
と
お
仲
間
た
ち
、
村
の
自
然
や

文
化
を
守
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
栄

小
学
校
の
元
気
な
子
供
た
ち
・
・
・
な
ど
な
ど

栄
村
の
み
な
さ
ん
の
様
々
な
思
い
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
栄
村
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
の
一
つ
に
は
人
と
人
、
人
と
自
然
と
の
「
関

係
性
」
が
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
社
会
で
は
経
済
が
発
展
し
効
率
を
追
求

し
利
便
性
が
高
ま
る
一
方
、
様
々
な
関
係
性
が

失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
働
き
方
も
暮
ら
し
方
も

大
き
く
変
わ
り
、
特
に
都
市
部
で
は
人
間
同
士

も
自
然
と
の
関
わ
り
も
薄
く
な
り
、
隣
の
人
の

顔
も
知
ら
な
い
、
作
物
の
作
り
方
も
知
ら
な
い
、

そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
の
世
の
中
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
秋
山
へ
来
て
、
皆
さ
ん
に
山

菜
の
食
べ
方
を
教
わ
っ
た
り
、
田
畑
の
こ
と
を

　

巨
木

栄
村
や
津
南
町
に
は
多
く
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
、
津
南
町
外
丸
の
八

本
杉
、
栄
村
小
赤
沢
の
ユ
モ
ト
マ
ユ
ミ
。
ジ
オ
サ

イ
ト
で
は
な
い
で
す
が
、
小
赤
沢
の
カ
ツ
ラ
の
ご

神
木

　

特
に
秋
山
郷
は
昔
か
ら
森
が
豊
か
で
、
木
鉢
や

コ
ウ
ス
キ
な
ど
、
大
木
か
ら
作
る
木
工
製
品
製
作

が
冬
の
主
な
産
業
と
な
っ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
鈴
木
牧
之
著
作
の
『
秋
山
紀
行
』

に
は
焼
畑
「
カ
ン
ノ
」
の
跡
に
動
か
せ
な
い
ほ
ど

の
大
木
が
多
く
横
た
わ
っ
て
い
た
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
秋
山
郷
小
赤
沢
の
ユ
モ
ト
マ
ユ

ミ
で
す
が
、
も
し
か
す
る
と
日
本
一
大
き
な
マ
ユ

ミ
の
木
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

環
境
省
が
運
営
し
て
い
る
「
巨
樹
・
巨
木
林

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
マ
ユ
ミ
と
検
索
す
る
と
、
福

島
県
郡
山
市
の
「
館
の
大
マ
ユ
ミ
」
が
一
点
出
て

く
る
の
み
で
す
。
そ
の
幹
回
り
は
3
3
0
㎝
、
高

さ
は
７
ｍ
と
の
こ
と
で
す
。

　
マ
ユ
ミ
の
木
は
一
般
的
に
は
幹
の
直
径
10
㎝
程

度
で
、
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
い
種
類
と
の
こ
と

で
す
が
、
栄
村
の
ユ
モ
ト
マ
ユ
ミ
は
昭
和
62
年
、

天
然
記
念
物
指
定
時
点
で
幹
回
り
2
・
42
㎝
、
高

さ
は
6
・
2
ｍ
。
今
は
そ
れ
か
ら
30
年
た
っ
て
い

る
の
で
、
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

去
年
に
お
お
よ
そ
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
幹
回
り

は
3
1
2
㎝
で
し
た
。

　

…
ち
ょ
っ
と
足
り
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

本
格
的
に
調
査
を
し
て
み
な
い
と
ま
だ
わ
か
り
ま

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.26

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
28
）

▲小赤沢のユモトマユミ

ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　
8
月
20
日（
日
）　
９
時
～
15
時
30
分

　
参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

津
南
町
見
倉
で
、
見
倉
橋
や
風
穴
な
ど
を

見
学
、
あ
た
り
を
散
策
し
ま
す
。
山
道
を

進
む
予
定
で
す
。

【
持
ち
物
】

　
帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て

も
大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
０
２
５-

７
６
５-

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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　暑い日が続いていますが、体調はいかがでしょうか。
　暑い時は無理して頑張らないで、家の中で保健だより見て、ゆったりと過ごしてくださいね。

　役場地階の健康支援課内に、65歳以上の方の総合窓口として『栄村地域包括支援センター』が
あります。

　地域包括支援センターには、保健師やケアマネジャーがいて、65歳
以上の方の暮らしをサポートするための拠点として、介護だけでなく福祉、
健康、医療などさまざまな分野から、みなさんの応援をする場所です。
地域の窓口となっていますので、ご本人の相談はもちろんのこと、家族
や地域住民からの悩みや相談もお気軽にどうぞ。

①総合相談
　介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療、その他いろいろなことの相談が可能です。
②介護予防のための取り組み
　要支援１・２と認定された人や、支援や介護が必要となるおそれが高い人が自立して生活でき

るよう、介護支援や予防事業に取り組んでいます。
③権利擁護
　皆さんが安心してイキイキと暮らせるように、さまざまな権利を守ります。
④切れ目のないように支援をする
　暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とのネットワークをつくり、調整します。

●ケアマネジャーさん
　介護が必要な人の状況や希望に応じて、適切な介護サービスを利用できるように「ケアプラン」

を作ったりしています。介護施設や訪問サービスの事業所の方と連絡・調整も行っています。
●保健師さん
　訪問して悩みを聞いたり相談にのったり、介護する家族のケアやサポートをしています。介護

の必要がない健康な生活のために予防事業も実施しています。
●介護保険事務等に関する担当者さん
　介護保険料や介護に関する補助金などの事務を行っています。
　生活する上でお困りの点があれば気軽にご相談ください。

☆相談場所はどこ？

☆地域包括支援センターではどんなことをしているか

☆もう少し具体的に何をしているか

☆どんな人が相談に乗ってくれるのか

生活する上で困ったことがでてきたら、ここに相談すべし!!

【問合せ先】健康支援課　健康増進係　☎0269-87-3020



岳北地域＆津南町情報コーナー

津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村

広 報 さ か え平成29年 8月1日 （16）

　冬は木島平スキー場として賑わう標高1351㍍の高社山、
夏用に整備されたリフトに乗っていっきに山頂へ。リフト
沿いには自然の草花が季節ごとに咲き誇り、山頂までの間、
皆さまを楽しませます。北信五岳を一望できる迫力の大パ
ノラマをご覧ください。
■リフト運行日時
　午前9時～午後４時30分
　8月11～16日、9月16～18日、23日、24日
　10月7～9日、21日、22日
　（天候により運行を中止する場合があります）
■料金（往復）　大人：930円　子ども：510円

■期間
　8月5日、12日、19日、
　26日（いずれも土曜日）
■時間
　上り線
　19：30～20：00
　（長坂ゴンドラリフト長坂駅）
	 下り線
　21：00～21：30
■料金
　大人：2,000円
　子供：1,000円
　（中学生以下）
	 ※ゴンドラ往復チケット・
　　ドリンク・ガイド含

■場所　JR飯山駅前
■期間　11月30日（木）まで
■時間　9時30分～18時30分（イベント開催日を除く）
■ディレクション　飯山市若者会議

※出店者募集中!!
　テント、屋台等での出店ス
ペースに空きがありますの
で、出店者を募集中です。
　週末のみ、イベント時の
み、１日のみの出店も可能で
すので、この機会にぜひチャ
レンジ出店してみてはいかが
でしょうか!?
申込方法等、詳細については飯山市商工観光課観光係（☎62-
3111）へお問合せください。

　野沢温泉村の温泉街から長坂ゴンドラリフトで約15分の
空中散歩。
　標高1,400ｍ、街の光が届かない真っ暗な静寂の世界へ。
晴れた日には手が届きそうな無数の星々が輝き、街中では
見ることができない光景が広がります。

【問合せ先】（株）野沢温泉（野沢温泉スキー場）
　　　　　 ☎0269-85-3166

【問合せ先】木島平観光株式会社　☎0269-82-4404
　　　　　 HP：http://kijimadaira.info/

みんなの歌で津南町を元気に
7月23日

ターミナルいいやま
開催中

　初開催のイベント「第１回チャリティー津南町地域おこ
しカラオケの集い」が津南町文化センターで行われました。
当日は約１００組近くの参加者が集い、自慢の歌を披露し
ました。ゲストコーナーでは、津南町出身の京ノ瀬美由紀
さん、愛ひとみさんが歌を披露。多くのかたがその声に耳
を傾けました。

北信五岳を一望
夏の高社山展望山頂リフト運行中

ナイトゴンドラツアー

　期間限定でＪＲ飯山駅前に、飲食・物販を行う「ターミナ
ルいいやま」がオープン！
　「都市」と「地方」、そして「人」と「人」をつなぎ、新た
なカルチャーを生み出し、発信していきます。このエリアな
らではの食事・お土産品を取り揃え、月２回程イベントも企
画しております。最新情報は飯山市若者会議のフェイスブッ
クページで紹介しております。ぜひお立ち寄りください。

▲ゲスト出演で歌った津南町（割野）
　出身の愛ひとみさん



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 1 0 96

木 島 平 村 1 0 21

野沢温泉村 0 0 17

栄 村 0 0 6

管 轄 外 等 0 0 0

消したよね　人に頼らず　自分から

6月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

飯山日赤　1
津南病院　0
そ の 他　5
不 搬 送　0

8月の納税等

最高気温 33.3℃ 6月20日（火）
最低気温 6.4℃ 6月5日（月）
平均気温 18.0℃ 総雨量 34.0㎜

世帯数 843世帯 前月比-2
総人口 1948人 -9

男 938人 -8
女 1010人 -1

出生 0

死亡 5

転入 2

転出 6

世帯と人口（7月1日現在） 6月中の異動

栄村の気象（6月）

（17） 平成29年 8月1日広 報 さ か え
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予
定

健
康
ガ
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ド

○村民税  ○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅料　
○合併浄化槽使用料　○保育料
○農集排水処理使用料
○簡易水道料
○温泉休憩所使用料
納期限は 8月31日（木）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 8月22日（火）
　八十二銀行・県信	 8月25日（金）

　連日の猛暑で皆さん体調を崩されてい
ないでしょうか。
　外での作業をする際は、必ずこまめな
水分と塩分補給を行い、熱中症対策を万
全にしましょう。
　また、8月は台風やゲリラ豪雨なども
頻繁に発生します。水害への危機管理も
常に意識して、いざという時に行動でき
るよう心がけていきましょう。裕
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栄 村 議 会 報 （18）平成 29年 8月 1日

◀写真右:福原和人議長
　写真左:阿部伸治副議長

内容：○17期議会新体制　○主な可決案件　○請願・陳情審査結果　○一般質問8名

◆平成29年第4回臨時会◆
　5月22日、栄村議会17
期議員による初議会を開
催し、新体制が決まりま
した。議長に福原和人氏
（小赤沢）、副議長に阿
部伸治氏（大久保）がそ
れぞれ選任されました。
また、議会選出の監査委
員に上倉敏夫氏が選任
されました。新体制を紹
介します。

  

ご　
挨　
拶

　

4
月
23
日
の
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
10
名
の
議
員
が

選
出
さ
れ
、
5
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会
か
ら
第

17
期
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
議
会
の
組
織
構
成
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
再
び
議
長
選
挙
に
立
候
補
を
し
て
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
立
候
補
の
所
信
表
明
の
中
で
、

「
栄
村
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

全
国
の
町
村
議
会
で
は
、「
議
会
改
革
」「
議
会
活
性
化
」

に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
栄
村
議
会

と
し
て
村
民
に
、
地
域
に
分
か
り
易
く
見
え
る
議
会
活
動

が
必
要
に
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
つ
の
常
任
委
員
会
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
積

極
的
に
活
動
す
る
こ
と
、
地
域
の
課
題
を
関
係
す
る
常
任

委
員
会
ご
と
に
し
っ
か
り
把
握
し
て
議
論
し
、
そ
れ
を
議

会
全
体
で
ま
と
め
て
行
政
機
関
や
関
係
部
署
に
提
言
し
て

い
く
組
織
体
系
を
確
立
し
ま
す
。

　

更
に
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
、
集
落
懇
談
会
や
模
擬

議
会
、
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
な
ど
に
つ
い
て
議
会
運
営

委
員
会
で
検
討
し
て
素
案
を
ま
と
め
、
全
体
で
議
論
し
て

決
定
し
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
各
自
が
法
令
遵
守
す
る
中
で
、
政
治
倫
理
を
徹
底

し
て
議
員
資
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
議
会
の
確
立
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栄
村
議
会
議
長　
　

福　

原　

和　

人



栄 村 議 会 報（19） 平成 29年 8月 1日

委　

員　

会　

紹　

介

平成24年度
栄村ポンプ操法大会開催

栄村消防団
ポンプ操法大会開催

上倉敏夫（雪坪）
現職・2期
65歳・農業
監査委員

桑原武幸（北野）
新人・1期
70歳・農業

保坂良徳（月岡）
新人・1期
61歳・会社員
委員長

月岡利郎（白鳥）
新人・1期
70歳・農業
副委員長

阿部伸治（大久保）
現職・3期
54歳・農業
副議長

島田伯昭（青倉）
再選・5期
71歳・会社員

　
　
委
員
長
　
　
相
　
澤
　
博
　
文

　
副
委
員
長
　
　
松
　
尾
　
　
　
眞

　
　
委
　
員
　
　
齋
　
藤
　
康
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
保
　
坂
　
良
　
徳

　
　
委
員
長
　
　
齋
　
藤
　
康
　
夫

　
副
委
員
長
　
　
月
　
岡
　
利
　
郎

　
　
委
　
員
　
　
桑
　
原
　
武
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
保
　
坂
　
良
　
徳

　
　
　
　
　
　
　
福
　
原
　
和
　
人

相澤博文（和山）
再選・5期
70歳・自営業
議会運営委員長

福原和人（小赤沢）
現職・5期
55歳・自営業
議長

齋藤康夫（原向）
新人・1期
67歳・農業
日本共産党
副委員長

松尾　眞（森）
現職・2期
67歳・ジャーナリスト
委員長

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
産
業
社
会
常
任
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会



栄 村 議 会 報 （20）平成 29年 8月 1日

平成29年5月臨時会・6月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―5月臨時会―
◆栄村議会委員会条例の一部を改正する条
例の制定について

・総務文教常任委員会並びに産業社会常任委員会の委員の人数を
「6名」から「5名」に改める
・平成29年5月21日から適用

◆専決処分について【平成28年度栄村一般
会計補正予算第13号】

・財源区分の変更：平成29年度に繰越した「空き家対策事業
費」の財源について「栄村東日本大震災復興交付金基金繰入金
1千49万7千円減額し、繰越金を1千49万7千円追加

◆専決処分について【平成28年度栄村介護
保険特別会計補正予算第5号】

・財源区分の変更：給付費の増が見込まれる「高額介護サービス
費」と「居宅介護予防サービス給付費」で、それぞれ60万円と
180万円を追加し、同額の240万円を不用が見込まれる「居宅
介護サービス給付費」から減額するもの

◆栄村福祉医療費給付金条例の一部を改正
する条例の制定について

・乳幼児及び児童生徒の定義の日付の変更として、4月1日を3月
31日に修正し、また福祉医療費の支給対象年齢について、病気
等やむを得ない事情等により高校入学が遅れ、18歳から20歳未
満の高校在学時も福祉医療費の支給対象となるようにするため

◆栄村監査委員の選任について ・上倉敏夫氏（雪坪）再選

―6月定例会―
◆専決処分について【栄村税条例の一部を
改正する条例について】

・所得割の課税標準において、特定配当と特定株式譲渡所得の課
税方式の決定に関する規定であり、地方税法及び同施行令の改
正による字句等の改正及び追加など

◆専決処分について【栄村国民健康保険税
条例の一部を改正する条例について】

・低所得者に対する国民健康保険税の減額措置についての規定で
あり、地方税法施行令第56条の89で定める国民健康保険税の
軽減基準額が改正されたことにより、条例第23条第1項第2号
における5割軽減の一人当り基準額26万5千円を27万円に、同
じく同3号における2割軽減の一人当り基準額48万円を49万円
にそれぞれ改正

◆平成29年度栄村一般会計補正予算（第1
号）について

・4月の定期人事異動に伴う人件費の増減、新規雇用奨励事業補
助金、原材料支給事業費、観光施設改修工事費、森宮野原駅交
流館維持管理費などの追加
・補正額：65,555千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第1号）について

・前期高齢者納付金追加
・補正額：81千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計
（施設勘定）補正予算（第1号）について

・診療所施設内の修繕料、医療機器の消耗品と修繕料、人事異動
に伴う人件費の減額など
・補正額：▲1,717千円

◆平成29年度栄村介護保険特別会計補正予
算（第1号）について

・公用車燃料費、事務用備品購入、新規リース車の保険料並びに
借上料、人事異動による減額など
・補正額：214千円

◆平成29年度栄村簡易水道特別会計補正予
算（第1号）について

・人事異動による職員人件費の追加
・補正額：98千円



栄 村 議 会 報（21） 平成 29年 8月 1日

陳情件名 陳情内容 陳情者 審査結果

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣
県並みの水準に戻
すこと」を長野県知
事に求める陳情書

1.へき地手当及びへき地手当に準じる手当の支給率
を、へき地における教育の機会均等と教育水準の
向上をはかるため、都市部との格差、いわゆる相対
的へき地性がいっそう拡大している実情を十分把
握しつつ、近隣県との均衡を勘案し、2005年以前
の定率にもどすこと。

栄村教職員組合
代表　栗岩　淳

採択

採択に対して
賛成9名
（議長除く）

長野県森林づくり県
民税の適正活用及
び活用事業の拡充
を求める意見書

1.市町村や林業事業体等の関係機関の意見を聴きな
がら、森林税活用事業の採択要件緩和を検討する
など、森林税の有効活用を図ること。
2.森林税の適正な活用に努めること。
3.今後も森林税を継続するに当たっては、森林づく
りの意義を改めて広く県民に周知し、山村、中山
間地域の活力となるよう取組を進めること。

長野県庁信頼回復
の会
代表　小泉　一真
（長野市議会議員）

採択

採択に対して
賛成9名
（議長除く）

請願・陳情　審査結果
請願件名 請願内容 請願者 紹介議員 審査結果

義務教育費国
庫負担制度の
堅持を求める
請願

1.	教育の機会均等とその水準の維持向上の
ために必要不可欠な義務教育費国庫負担
制度を堅持し、負担率を2分の1に復元
すること。

栄村教職員組合
代表　執行委員長
栗岩　淳

齋藤康夫

採択

採択に対して
賛成9名
（議長除く）

農業者戸別所
得補償制度の
復活をもとめる
請願

1.農業者戸別所得補償制度を復活させるこ
と。

栄村農民組合　
代表　石澤　正

齋藤康夫
阿部伸治

採択

採択に対して
賛成9名
（議長除く）

案　件　名 内　　容

◆平成29年度栄村スキー場特別会計補正予
算（第1号）について

・人事異動による人件費の追加
・補正額：4,712千円

◆栄村保育所保育料徴収条例の一部を改正
する条例の制定について

・子ども・子育て支援法の一部改正に基づいて、国の新基準に合
わせて保育料の徴収金額の変更を行うもの。第2階層の村民非
課税世帯の改正前3歳未満児6,000円、3歳以上児4,000円に対
して第2子についてはそれぞれ半額の3,000円と2,000円であっ
たが、改正後第2子は無料

◆栄村農業委員会委員の任命について

・樋口金也氏（小滝）、渡辺利正氏（横倉）、宮川一哉氏（野
田沢）、廣瀬秀勝氏（森）、島田裕水氏（青倉）、齋藤元一氏
（天代）、油科恵子氏（平滝）、中村久美子氏（長瀬）、桑原
全利氏（北野）、樋口秀孝氏（森）、計10名

◆財産の取得（ロータリー除雪車）につい
て

・220kw級：村道等の除排雪のため1台
・取得価格：43,740千円

◆財産の取得（スクールバス）について ・児童生徒の安全な通学環境整備のため
・取得価格：8,088,606円

◆栄村教育委員会委員の任命について ・渡辺要範氏（横倉）



各
施
設
と
も
歴
史
を
重
ね
不
具
合

も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
め
て
い
く
の
か
、
村

の
姿
勢
を
伺
う
。
①
建
て
替
え
の
話
し
も
出

て
い
る
「
雄
川
閣
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

研
究
が
進
ん
で
い
る
の
か
。
②「
ト
マ
ト
の
国
」

の
急
階
段
は
不
評
の
声
が
多
い
。
改
善
策
は

な
い
か
。
③
景
観
上
の
立
地
条
件
の
良
い「
の

よ
さ
の
里
」
の
構
造
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
る
か
。
④
「
ト
マ
ト
の
国
」
の
一
部

を
長
期
滞
在
型
に
し
た
が
、利
用
者
の
声
は
？

利
用
状
況
も
併
せ
て
伺
う
。

「
雄
川
閣
」
に
つ
い
て
は
、
建
て

替
え
か
、維
持
か
。「
の
よ
さ
の
里
」

に
関
し
て
は
閉
鎖
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
研
究

会
を
設
け
結
論
を
出
す
よ
う
に
投
げ
か
け
て
あ

る
。「
ト
マ
ト
の
国
」
や
「
北
野
温
泉
」
な
ど

公
社
で
運
営
し
て
い
る
施
設
や
「
観
光
協
会
」、

「
ス
キ
ー
場
」、「
道
の
駅
」、「
直
売
所
」
全
て

を
含
め
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
あ
る
。

研
究
会
は
開
い
た
経

過
は
あ
る
が
、
回
答

が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
ト
マ
ト
の
国

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。
長
期
滞
在
施
設
に
関

し
て
は
「
居
心
地
は
良
い
」
と
聞
い
て
い
る
。

利
用
状
況
は
現
在
３
名
３
室
。

改
修
時
の
考
え
方
と
し
て
は
公
社

の
運
営
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
だ
が
、
村
民
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

な
施
設
づ
く
り
に
主
眼
を
置
き
、
進
め
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

切
明
の
私
水
道
水
源
地
を
村
が
買

収
し
、
利
用
料
も
取
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
様
々
な
意
見
が
出
た
と
こ
ろ
だ
が
、

他
国
か
ら
の
買
収
に
備
え
る
た
め
、
そ
の
他
の

水
源
地
も
村
有
化
す
る
と
の
考
え
を
聞
い
た
。

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
買
収
費
用
は
商

工
費
か
ら
出
て
い
る
が
、
担
当
課
は
ど
こ
か
。

国
土
調
査
が
終
わ
っ
て
い
な
い
と

経
費
が
掛
か
る
の
で
、
終
わ
っ
た

所
か
ら
順
次
進
め
て
い
く
。
単
価
交
渉
ま
で

は
産
業
建
設
課
で
進
め
て
い
く
。
ま
た
切
明

の
水
道
に
関
し
て
は
、
一
部
を
観
光
の
水
源

に
も
利
用
す
る
。
今
後
は
温
泉
か
ら
水
道
関

係
に
つ
い
て
は
村
で
一
括
管
理
す
る
よ
う
に
進

め
て
い
る
。

震
災
か
ら
６
年
、村
長
の
言
う
「
日

本
一
安
心
し
て
住
め
る
村
」
と
は
。

村
長
の
防
災
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

建
物
、水
路
、構
造
物
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
復
旧
し
、
新
た
な
方
向
に
進

め
る
。
第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
村

民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
自
主
防
災
組
織
も

研
究
す
る
。
ま
た
、
広
域
連
携
に
よ
る
機
能

強
化
を
し
て
い
く
。

震
災
後
に
で
き
た
防
災
計
画
に

沿
っ
て
、
３
年
間
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
き
た
の
か
。

消
防
施
設
の
改
修
整
備
、

公
民
館
の
耐
震
化
、
デ
ジ

タ
ル
無
線
機
の
整
備
、
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
、

防
災
訓
練
、
放
射
能
測
定
器
、
旧
東
部
小
学

校
体
育
館
吊
り
天
井
の
撤
去
、
民
間
と
の
連

携
協
定
、
特
設
の
公
衆
電
話
の
設
置
等
で
約

５
億
円
の
事
業
を
し
て
き
た
。

今
後
の
第
６
次
振
興
計
画
の
中

で
、
孤
立
集
落
や
集
落
内
孤
立
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
避
難
所
ま
で
安
全
に
避
難

を
す
る
た
め
に
も
、
集
落
内
の
道
路
の
拡
幅

や
複
線
化
、
よ
り
分
か
り
易
い
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
と
表
記
が
必
要
で
は
。

道
路
整
備
は
防
災
だ
け
で
な

く
生
活
環
境
面
か
ら
も
整
備

が
必
要
だ
が
、
山
村
地
形
か
ら
難
し
い
。
防

災
マ
ッ
プ
は
集
落
の
構
造
と
構
成
の
変
化
に

伴
い
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

災
害
発
生
時
の
拠
点
と
な
る
役
場

職
員
の
防
災
意
識
の
向
上
と
行
動

の
明
確
化
が
必
要
で
は
。

理
事
者
か
ら
「
今
年
度
か

ら
職
員
研
修
を
強
化
し
て
い

く
」
と
あ
り
、
研
修
に
防
災
の
項
目
も
入
れ

て
強
化
し
て
い
く
。

消
防
団
員
は
村
の
防
災
の
要
で
あ

り
、
団
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
処

遇
改
善
が
必
要
で
は
。
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
る
の
は

難
し
い
の
で
は
。

栄
村
と
し
て
の
防
災
体
制

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
元
と
消
防
団
が
連
携
し
な
い
と
こ
の

地
域
は
守
れ
な
い
。
こ
れ
が
栄
村
の
防
災
の

基
本
で
あ
る
の
で
団
員
の
処
遇
も
、
自
主
防

災
も
、
消
防
団
と
地
元
と
相
談
を
す
る
中
で
、

今
よ
り
も
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

栄 村 議 会 報 （22）栄 村 議 会 報  6 月定例会　一般質問平成 29年 8月1日

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

質
問
質
問

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
方
向

に
進
め
て
い
く
の
か
。

研
究
会
を
設
け
結
論
を
出
す

よ
う
に
投
げ
か
け
て
あ
る
。

阿
部
伸
治
議
員

質
問
質
問

村
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
改
修
に
つ
い
て

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

水
源
地
の
買
収
に
つ
い
て

質
問
質
問

村
長
の
防
災
に
対
す

る
考
え
は
。

第
６
次
振
興
計
画
に
基

づ
い
て
村
民
の
防
災
意

識
を
高
め
る
。

保
坂
良
徳
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村 長

要
望
要
望

村 長

総
務
課
長

総
務
課
長



村
長
が
１
年
間
村
政
を
つ
か
さ

ど
っ
て
き
て
、
村
民
か
ら
の
信
頼
、

支
持
を
ど
の
程
度
勝
ち
得
て
い
る
か
、
率
直

な
認
識
を
お
聞
き
し
た
い
。

 

特
命
対
策
課
に
つ
い
て
、
嘱
託
職
員
の
応

募
時
の
作
文
内
容
の
ど
う
い
う
点
で
採
用
さ

れ
た
の
か
、
選
考
か
ら
１
年
近
く
を
経
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

29
年
度
、
私
の
公
約
し
た
も
の
を

こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
ぼ

ラ
イ
ン
は
引
け
た
。

自
主
財
源
が
５
％
に
満
た
な
い
村
で
、
お

カ
ネ
を
見
つ
け
て
く
る
の
は
本
当
に
大
変
で
、

今
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
。
予
算
は
お
お
よ
そ

の
方
向
性
が
国
、
県
を
通
じ
て
確
保
で
き
る

だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

特
命
対
策
課
の
具
体
的
事
項
は
事
業
が

整
っ
て
き
て
い
れ
ば
広
報
で
周
知
し
て
い
る
。

今
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
は
、
事
業
が
成
功

し
た
関
係
だ
け
申
し
上
げ
た
い
。
国
、
県
、

ま
た
要
望
関
係
で
、
最
終
的
に
私
が
お
願
い

に
上
が
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
ち
ら
の
返
事

を
い
た
だ
け
な
い
限
り
は
、
事
細
か
な
こ
と
が

流
れ
て
も
困
る
。

観
光
協
会
の
中
心
を
担
う
職
員
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
職
員
が
自

分
の
身
は
１
年
あ
る
い
は
２
年
し
か
保
障
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
は
困
る
。
５
年
か
ら

10
年
程
度
の
範
囲
で
観
光
協
会
の
事
務
局
を

担
う
人
材
を
確
保
す
る
べ
く
村
が
補
助
金
を

出
す
と
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

い
ま
３
名
の
職
員
が
い
る
。
い
つ

首
に
な
る
か
心
配
で
は
ノ
ビ
ノ
ビ

仕
事
が
で
き
な
い
。
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

当
初
予
算
、
今
回
の
補
正
予
算
で

３
名
分
の
人
件
費
は
つ
い
て
い
な

い
。
た
だ
ち
に
充
分
な
手
当
て
を
す
る
と
い
う

考
え
を
表
明
さ
れ
た
い
。

今
回
の
補
正
予
算
に
は
事
業
の
み

大
所
の
企
画
書
が
出
て
き
た
の
で

補
正
し
た
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
今
回
の
補

正
で
は
考
え
て
い
な
い
。

現
在
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
た
米
で
等
級

は
「
特
Ａ
」
だ
け
が
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
以
外
の
一
等
米
も
対

象
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
長
年
に
渡
っ
て「
栄

村
米
」
を
宣
伝
し
、
築
い
て
き
た
組
合
等
も
品

質
の
向
上
も
確
保
し
、
Ｊ
Ａ
の
「
特
Ａ
米
」
と

変
わ
ら
な
い
。
平
等
性
の
立
場
か
ら
み
て
補
助

金
の
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
、
村
長
の
考
え
は
。

米
の
品
質
向
上
に
向
け
て
、
現
在

Ｊ
Ａ
の
出
荷
米
の
中
で
も
「
特
Ａ
」

「
一
等
米
」
が
90
％
近
く
ま
で
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
農
家
の
技
術
も
良
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
Ｊ
Ａ
以
外
の
一
等
米
に
も
」
と
な
る
と
「
特

Ａ
」
で
力
が
入
っ
て
い
る
人
が
今
度
削
ら
れ

る
。
寄
付
の
上
限
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
上
限
の
金
額
の
中
で
お
金
を
振
り
分
け
る

し
か
な
い
。
是
非
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を
望
む
。

県
営
中
山
間
地
総
合
整
備
事
業
の

「
坪
野
水
路
」
の
長
期
間
の
願
い

で
あ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
の
実
現
を
求
め
て
き

た
こ
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

国
の
予
算
配
分
が
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
予
定

通
り
に
進
ん
で
も
34
年
度
の
完
成
予
定
だ
が
、

村
か
ら
も
早
期
に
工
事
が
終
わ
る
よ
う
県
へ

も
要
請
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
が
２
０
２
０
年
と
期
限

を
切
っ
て
９
条
改
悪
を
宣
言
。
９

条
は
「
戦
力
を
持
た
な
い
」「
戦
争
を
し
な
い
」

と
決
め
た
も
の
。
日
本
国
憲
法
は
「
憲
法
第

９
条
」
と
い
う
世
界
で
最
も
進
ん
だ
恒
久
平

和
主
義
の
条
項
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
９
条

を
改
定
し
て
「
自
衛
隊
」
を
明
記
す
る
。
海

外
で
戦
争
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
よ

い
の
か
。

私
は
憲
法
解
釈
者
で
も
な
い
の
で

個
人
的
見
解
や
意
見
等
持
っ
て
い

な
い
。
国
会
に
お
い
て
は
昨
年
安
全
保
障
関

連
法
案
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本

の
安
全
保
障
を
考
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体

的
、
現
実
的
な
議
論
の
末
で
の
日
本
国
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
法
案
改
正
整
備

だ
と
思
う
。
戦
争
に
つ
い
て
は
誰
も
が
反
対

だ
と
思
う
。
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坪
野
水
路
改
良
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

質
問
質
問

観
光
協
会
職
員
の
人
件
費
へ

の
補
助
が
必
要

質
問
質
問

村
長
へ
の
村
民
の
信

頼
、
支
持
は
高
ま
っ
て

い
る
か
。

自
主
財
源
が
５
％
に
満

た
な
い
村
で
、
お
カ
ネ

を
見
つ
け
て
く
る
の
は

本
当
に
大
変
だ
。

松
尾
眞
議
員

質
問
質
問 村

長
就
任
か
ら
１
年
を
経
て

ふ
る
さ
と
納
税
補
助
金
に
つ
い
て

村
長
村
長

村
長
村
長

村
長
村
長

Ｊ
Ａ
以
外
の
一
等
米

も
補
助
金
の
対
象
に
。

是
非
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を

望
む
。 齋

藤
康
夫
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問憲

法
改
悪　
９
条
に
「
自
衛

隊
」
を
明
記

村 長

村 長

上
倉
参
事

上
倉
参
事



震
災
か
ら
６
年
３
ヵ
月
が
過
ぎ

て
、
避
難
と
い
う
認
識
が
薄
れ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
災
害
は
色
々
な
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
豊
栄
地
区
の

避
難
所
の
件
も
白
紙
に
な
っ
た
と
も
聞
い
て

い
る
。
災
害
に
対
す
る
備
え
は
必
要
で
あ
る
。

飯
山
市
や
野
沢
温
泉
村
も
含
め
た
広
域
的
な

避
難
所
の
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

円
滑
な
避
難
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
全
戸
に
配

布
し
た
。
村
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
は
災

害
に
応
じ
て
「
第
一
次
避
難
所
」、「
第
二
次

避
難
所
」
と
、
安
全
な
場
所
に
保
護
す
る
施

設
が
必
要
で
あ
る
。
豊
栄
地
区
の
第
二
次
避

難
所
の
建
設
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
無
し
に
し

た
と
い
う
考
え
で
は
な
い
。各
地
域
の
皆
さ
ん
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
聞
き
取
っ
て
、
避

難
で
き
る
距
離
を
短
く
し
、
災
害
が
起
き
た

時
は
「
第
二
次
避
難
所
」
へ
直
ぐ
に
入
れ
る

と
い
う
形
の
場
所
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
総
合
的
に
考
え

れ
ば
、「
広
域
化
」
も
考
え
な
く
は
な
い
。

今
ま
で
の
経
過
か
ら
、
平

成
26
年
3
月
に
策
定
し
た

栄
村
の
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
豊
栄
地
区

の
第
二
次
避
難
所
は
、「
栄
中
学
校
」
ま
た
は

「
か
た
く
り
ホ
ー
ル
」
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
28
年
度
の
当
初
予
算
に
第
二
次
避
難
所

の
建
設
費
を
1
億
5
千
万
円
計
上
し
た
。
28

年
度
末
が
期
限
の
「
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
」

と
い
う
起
債
で
あ
る
。
申
請
期
限
が
10
月
で
、

内
容
に
つ
い
て
は
課
題
が
多
く
、
28
年
度
中

の
建
設
は
困
難
で
あ
っ
た
。
全
て
白
紙
に
戻
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
検
討
は
し
て
い
く
。

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
の
こ
れ
ま
で

の
交
渉
過
程
と
今
後
の
村
と
し
て
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
来
で
あ
れ
ば
建
設
が
進
ん
で
い

る
は
ず
だ
が
進
ん
で
い
な
い
。
今

年
度
中
に
結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

田
植
え
が
終
わ
っ
た
頃
、
説

明
会
の
申
し
入
れ
を
し
て
あ

る
。

人
口
対
策
計
画
は
平
成
52
年
の
目
標
人

口
を
１
，
４
０
０
人
と
定
め
て
い
る
が
、

人
口
対
策
に
対
す
る
構
想
、
計
画
、
実
施
に
つ
い
て

総
合
振
興
計
画
に
導
入
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
29
年
３
月
の
定
例
議
会
に
お

い
て
議
決
し
た
「
栄
村
総
合
振
興

計
画
の
第
６
次
版
に
記
載
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

人
口
を
維
持
し
て
い
く
政
策
、
人

口
が
減
少
し
て
も
安
心
で
き
る
政

策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
住
民
が
恐
が
る
暴
力
、

過
激
活
動
等
の
対
策
は
。

平
穏
な
村
民
生
活
の
確
保
等
の
た

め
に
「
栄
村
暴
力
団
排
除
条
例
」

の
設
置
、
暴
力
団
排
除
設
置
を
講
ず
る
た
め

の
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
飯
山
警
察
署
と

提
携
し
て
い
る
。
今
回
、
国
に
お
い
て
「
組

織
的
犯
罪
処
罰
法
案
テ
ロ
等
準
備
罪
」
が
決

ま
り
、
国
内
外
の
過
激
派
集
団
、
テ
ロ
集
団
、

暴
力
団
等
の
組
織
的
で
重
大
な
事
件
か
ら
、

国
も
一
般
人
を
未
然
に
事
故
か
ら
防
ぐ
た
め

の
対
策
だ
と
思
う
。
村
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

栄
村
の
最
重
要
課
題
は
「
人

口
対
策
」
で
あ
る
の
で
、
総

合
振
興
計
画
に
対
し
て
総
合
的
に
検
証
す
る

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

①
青
倉
簡
易
水
道
施
設
は
老
朽
化
が

進
み
、
水
質
変
化
が
住
民
よ
り
報
告

さ
れ
て
い
る
が
対
策
と
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。
②
森

地
区
の
現
在
の
水
源
を
停
止
し
、
震
災
前
の
水
源

を
活
用
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
進
め
る
考
え
は
。

①
青
倉
地
区
の
水
道

は
来
年
配
水
池
の
築

造
工
事
の
計
画
で
あ
る
。
②
森
地
区
に
つ
い

て
は
震
災
前
の
水
源
に
戻
す
こ
と
が
一
事
業
、

現
在
の
水
源
供
給
の
配
水
管
の
管
路
清
掃
を

一
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

旧
宝
山
荘
付
近
の
道
路
拡
張
に
つ

い
て
、
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
道
路
整
備
を
共
有
す
る
た
め
に
津

南
町
上
郷
地
区
と
の
住
民
交
流
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

津
南
町
と
は
行
政
、
人
的
交
流
が

長
い
間
あ
る
が
、
更
に
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
く
。

道
路
関
係
に
つ
い
て
、
本

年
６
月
７
日
、
十
日
町

地
域
振
興
局
関
係
者
の
現
地
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。
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企
業
誘
致
と
働
く
場
の
確
保

に
つ
い
て

村
長
村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長
村
長

飯
山
市
や
野
沢
温
泉

村
も
含
め
た
広
域
的

な
避
難
所
の
建
設
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

広
域
化
も
考
え
な
く
は

な
い
。 月

岡
利
郎
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

村 長

人
口
政
策
に
つ
い
て

質
問
質
問 栄

村
の
た
め
の
人
口

対
策
計
画
は
。

栄
村
総
合
振
興
計
画
の
第
６

次
版
に
記
載
し
た
と
お
り
。

島
田
伯
昭
議
員

村 長村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

質
問
質
問

豊
栄
地
区
の
避
難
所
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

青
倉・森
地
区
生
活
飲
料
水
に
つ
い
て

県
境
の
道
路
拡
張
に
つ
い
て



再
三
申
し
上
げ
て
き
た
こ
と
だ
が
、

医
療
費
、
介
護
の
負
担
が
増
え
、

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
も
上
が
り
、
更
に
来
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
も
不
透
明
で
、
高

齢
者
や
村
民
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

①
介
護
給
付
費
及
び
介
護
保
険
料
の
増
高
は
、

２
０
０
０
年
の
制
度
創
設
以
来
、
ほ
ぼ
３
倍
に

な
っ
て
い
る
。
村
民
の
負
担
は
限
界
に
き
て
い

る
。
特
に
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
②
村
で
は
既
に
県
に
先
駆
け
高
校
生

ま
で
医
療
費
無
料
化
と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は

来
年
度
中
に
中
学
生
ま
で
窓
口
無
料
化
を
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
高
校
生
ま
で
拡
大
で
き
な

い
か
。
③
65
歳
に
到
達
し
て
、
新
た
に
介
護
保

険
の
１
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
人
へ
の
周
知
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

①
介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
介
護

給
付
費
の
増
高
の
抑
制
に
努
め
た

い
。
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
は
村
社

協
が
７
月
か
ら
総
合
事
業
を
含
め
た
通
年
運

営
を
実
施
す
る
。
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は

本
年
度
改
定
の
年
で
あ
り
、
研
究
し
対
応
し

た
い
。

②
医
療
費
窓
口
無
料

化
に
つ
い
て
長
野
県
で

は
来
年
８
月
か
ら
中
学
生
ま
で
窓
口
無
料
化

と
な
る
。（
県
内
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
レ
セ

プ
ト
１
件
当
た
り
３
０
０
円
の
支
払
い
で
済

む
）
栄
村
の
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
医
療
費

は
無
料
だ
が
窓
口
無
料
化
に
な
ら
な
い
た
め

従
前
の
と
お
り
の
償
還
払
い
と
な
る
。（
医
療

機
関
で
負
担
し
た
医
療
費
を
後
日
個
人
の
口

座
に
返
す
）

③
今
年
度
か
ら
該
当

者
に
職
員
が
訪
問
し
、

制
度
説
明
を
行
う
。

水
路
関
係
に
つ
い
て
、
本
年
度
予

算
が
付
い
た
の
か
。

水
路
関
係
に
つ
い
て
は
本
年

度
全
体
で
１
，
８
０
０
万

円
、
ご
質
問
の
坪
野
水
路
に
１
，
０
０
０
万

円
の
予
算
付
け
が
さ
れ
た
。
２
・
７
ｋ
ｍ
の
測

量
を
行
う
。
現
時
点
で
は
、
完
成
は
早
く
て

も
平
成
34
年
に
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
よ
り
工
事
が
着
工
さ

れ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
完
成
は

見
込
め
な
い
と
感
じ
る
。
住
民
生
活
、
観
光

に
重
要
な
土
合
橋
の
早
期
完
成
は
多
く
の
住

民
が
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
村
長
は
ど
の
よ
う

に
早
期
完
成
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
、
土
合

橋
の
完
成
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

橋
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

の
生
活
道
路
、
農
業
用
道
路
、
ま

た
観
光
用
道
路
で
も
あ
る
。
早
期
完
成
に
向

け
て
29
年
度
で
追
加
補
助
を
い
た
だ
け
な
い
か

活
動
し
て
い
る
。
長
野
県
要
望
は
県
議
会
議

員
も
加
わ
っ
て
県
へ
要
望
、
県
関
係
だ
け
で

な
く
国
の
方
へ
国
会
議
員
を
通
じ
て
直
接
要

望
を
実
施
し
て
い
る
。
早
期
完
成
を
目
指
し
、

単
年
度
で
終
わ
ら
せ
た
い
と
要
望
で
上
げ
て

い
る
。
当
初
の
計
画
に
は
無
い
大
型
バ
ス
の

往
来
も
楽
に
な
る
よ
う
道
の
整
備
も
計
画
し

た
い
。

本
事
業
は
国
土
交
通

省
が
所
管
し
「
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
復
興
通
常
事
業
」
の

採
択
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
。
平
成
25

年
度
に
調
査
設
計
が
始
ま
り
27
年
度
か
ら

本
工
事
に
着
工
し
た
。
総
事
業
費
4
億
5
，

4
0
0
万
円
と
い
う
予
定
で
現
在
進
め
て
い

る
。
29
年
度
要
望
し
た
1
億
5
，
0
0
0
万

円
に
対
し
、
現
在
4
，
8
0
0
万
円
で
32
％

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
早
期

完
了
を
目
指
し
要
望
活
動
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
新
し
い
橋
が
供
用
で
き
た
ら
現
在
の

土
合
橋
は
撤
去
す
る
予
定
。
北
野
川
の
現
道

は
橋
梁
下
へ
の
管
理
道
路
と
し
現
状
の
ま
ま

管
理
し
て
い
く
。
新
し
い
道
が
高
い
位
置
に

で
き
る
が
、
現
在
の
道
と
は
窪
地
に
な
ら
な
い

よ
う
に
成
型
し
植
栽
等
考
え
て
い
る
。

来
年
で
４
年
目
に
入
る
の
で
完
成

で
き
る
よ
う
目
指
し
て
ほ
し
い
。

坪
野
、
原
向
、
天
代
地
区
も
高
齢
者
が
多
く
、

今
の
ま
ま
で
は
通
行
が
大
変
不
便
で
、
冬
期

間
の
除
雪
も
今
の
環
境
で
は
苦
労
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
緊
急
時
に
は
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。
１
日
も
早
い
完
成
は
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
で
あ
る
。
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県
営
中
山
間
地
総
合
整
備
事

業
「
栄
地
区
」
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
軽
減

と
医
療
費
窓
口
無
料

化
の
実
施
を
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、今
後

研
究
を
し
、対
応
す
る
。

上
倉
敏
夫
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問 介

護
保
険
事
業
及
び
医
療
費

の
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

質
問
質
問

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

「
土
合
橋
」
早
期
整
備
完
成

に
つ
い
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に

土
合
橋
の
早
期
完
成

を
目
指
す
の
か
。

早
期
完
成
に
向
け
て
県

や
国
へ
県
会
議
員
、
国

会
議
員
を
通
じ
て
要
望

し
て
い
る
。

桑
原
武
幸
議
員

質
問
質
問

村
長
村
長

村 長

健
康
支
援
課
長

健
康
支
援
課
長

上
倉
参
事

上
倉
参
事

要
望
要
望

村 長
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森
商
工
振
興
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

道
の
駅
方
面
や
役
場
入
口
、
ま
た
森
駅
前

商
店
街
に
も
菊
苗
の
植
え
付
け
を
行
い
ま

し
た
。
近
頃
村
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
季
節

に
応
じ
た
き
れ
い
な
花
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
、
森
地
区
で
も
中
条
辺
り
か
ら
国

道
沿
い
に
様
々
な
花
が
私
た
ち
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
鉄
道

ブ
ー
ム
で
森
宮
野
原
駅
前
に
は
旅
行
客
等

が
以
前
よ
り
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

道
の
駅
と
森
宮
野
原
駅
を
結
ぶ
一
つ
の
方

法
と
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
作
れ
ば
何

か
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
淡
い

期
待
を
抱
き
、
菊
を
植
え
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
4
5
0
本
植
え
ま
し
た
が
天
候
の

影
響
か
成
長
が
い
ま
い
ち
で
心
配
で
す
が
、

秋
に
は
き
っ
と
大
輪
の
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
花
は
人
の
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
今
ま
で
花
に

あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
人
も
家
の
周
り

森商工振興会

森
商
工
振
興
会 

会
長

齋
藤  

龍
男

を
花
で
に
ぎ
や
か
に
し
て
い
た
だ
け
る
と

栄
村
中
が
四
季
を
通
じ
色
と
り
ど
り
の
花

で
覆
わ
れ
観
光
客
が
増
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
り
、
写
真
マ
ニ
ア
や
集
ま
る
場

所
に
も
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
栄
村
が
楽
し
み
で
す
。

　

も
う
一
つ
お
知
ら
せ
が
あ
る
の
で
す
が
、

森
駅
前
の
元
薬
屋
さ
ん
跡
地
に
テ
ン
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
等
も

用
意
し
ま
し
た
の
で
、
用
事
で
出
か
け
た

時
と
か
グ
ル
ー
プ
等
で
夕
涼
み
が
て
ら
利

用
さ
れ
る
の

も
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

無
料
で
利
用

で
き
ま
す
の

で
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
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こ
ら
っ
せ
が
開
館
し
て
か
ら
1
年
が
経

ち
ま
す
。
開
館
式
を
行
っ
た
昨
年
8
月
6

日
か
ら
今
年
の
7
月
末
ま
で
の
来
館
者
数

は
3
0
0
0
人
を
超
え
、
遠
方
か
ら
は
、

熊
本
市
や
京
都
、
大
阪
、
福
島
と
、
全
国

各
地
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
こ
ら
っ
せ
に
は
、
震
災
で
救
出
さ

れ
た
民
具
や
文
書
の
中
か
ら
、
善
光
寺
地

震
の
被
害
の
詳
細
を
示
す
絵
図
や
、
豪
雪

地
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
民
具

を
展
示
し
て
ま
す
。
こ
の
開
館
1
周

年
を
記
念
し
て
、
栄
村
成
人
式
写
真

展
を
行
い
ま
す
。
栄
村
が
合
併
し
た

昭
和
32
年
か
ら
現
在
ま
で
の
60
年
間

　
７
月
15
日
（
土
）、
さ
か
え
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
・
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

の
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
白
鳥
か

ら
栄
小
学
校
ま
で
の
５
㎞
を
２
時
間
か

け
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

の
写
真
を
で
き
る
限
り
集
め
、
展
示
し
ま

す
の
で
、
お
盆
に
帰
省
し
た
息
子
さ
ん
や

娘
さ
ん
と
共
に
来
館
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
懐
か
し
い
も
の
や
栄
村
の
暮

ら
し
を
語
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

　

最
初
は
ご
み
を
見
過
ご
し
て
い

た
子
ど
も
た
ち
も
、
だ
ん
だ
ん
と

慣
れ
て
き
て
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

や
草
む
ら
に
隠
れ
た
ご
み
も
発
見

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
集
ま
っ
た

ご
み
は
村
指
定
（
業
務
用
）
ご
み

袋
３
袋
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
30
度
を
超
え
る
炎
天

下
。
途
中
で
保
護
者
か
ら
ア
イ
ス

の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
な
が
ら

最
後
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
子
も

「
あ
っ
！
ゴ
ミ
が
落
ち
て
る
！
」
と

気
づ
き
、
美
化
活
動
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こらっせ来館者数の
お知らせ

平成29年度来館者数（6月～7月）
　　　見学者　　　270名
　　　来館者　　　255名
　　　　計　　　　525名

▶
昭
和
34
年
栄
村
成
人
式
集
合
写
真

開
館
１
周
年
写
真
企
画
展

「
栄
村
の
成
人
式
」

期　
間
：
8
月
4
日
㈮
～
9
月
10
日
㈰

入
場
料
：
無　
料

開
館
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
及
び
祝
日
の

　
　
　

  

翌
平
日

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
指
導
員 
久
保
田 

成
哉
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◀
筑
摩
川
浚し

ゅ
ん
り
ゅ
う流

願ね
が
い

立
一
件

地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
千
曲
川
の
改
修
を
目
論
む
こ
と
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
二
十
三

　

梅
雨
明
け
か
ら
日
中
三
〇
度
を
超
え

る
日
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
大

雨
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

七
月
中
旬
に
栄
村
に
伺
っ
た
時
に
少

し
強
め
の
雨
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
あ
と

千
曲
川
の
水
が
泥
を
含
ん
だ
色
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
こ
の
時
は
津

南
で
一
時
間
に
一
七
ミ
リ
程
度
の
降
雨

量
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
も
っ
と
も
飯
山

や
野
沢
な
ど
で
は
降
雨
が
記
録
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
し
た
。
先
月
初
め
に
北

九
州
で
あ
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、
福
岡

県
と
大
分
県
で
七
月
五・六
日
の
期
間
降

水
量
が
最
大
五
八
六
ミ
リ
、
一
時
間
あ

た
り
九
〇
か
ら
一
三
〇
ミ
リ
の
豪
雨
と

な
り
、
か
な
り
の
水
害
と
土
砂
災
害
が

起
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
報
じ
ら
れ
た

映
像
の
な
か
に
、
大
分
県
新
田
市
で
発

生
し
た
小
野
川
の
河か

ど
う
へ
い
そ
く

道
閉
塞
、
い
わ
ゆ

る
土
砂
ダ
ム
被
害
の
様
子
が
あ
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
一
七
〇
年
前
に
善
光
寺

地
震
が
起
き
た
と
き
、
信
州
で
は
犀
川
・

裾
花
川
・
中
津
川
・
中
条
川
な
ど
で
「
山

抜
け
」
に
よ
る
河
道
閉
塞
が
発
生
し
ま

し
た
。
い
ま
九
州
で
起
き
て
い
る
水
害

の
様
子
に
、
昔
の
出
来
事
を
思
い
起
こ

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
善
光
寺
地
震
の

時
に
栄
村
域
で
も
「
山
抜
け
」
被
害
が

起
き
ま
し
た
。
切
明
で
は
崩
落
土
石
が

中
津
川
を
塞
き
止
め
て
温
泉
を
水
没
さ

せ
、
森
・
青
倉
で
は
「
三
法
山
」
か
ら

の
土
石
流
が
千
曲
川
ま
で
押
し
出
し
、

田
畑
や
道
橋
が
流
さ
れ
死
者
も
出
て
い

ま
す
。
川
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん

だ
影
響
は
大
き
く
、
長
野
や
飯
山
で
は

洪
水
の
多
発
の
ほ
か
、
丹
波
島
か
ら
新

潟
湊
へ
通
じ
て
い
た
と
い
う
千
曲
川
・

信
濃
川
通
船
は
こ
の
た
め
に
途
絶
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る

古
文
書
は
、
善
光
寺
地
震
に
よ
る
崩
落

地
か
ら
土
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
込
む
よ
う

に
な
っ
た
千
曲
川
を
改
修
す
る
た
め
、

川
浚
え
を
構
想
し
た
人
の
出
し
た
願
書

で
す
。

　

こ
の
古
文
書
は
「
筑
摩
川
浚
流
願
立

一
件
」
と
外
題
の
つ
い
た
帳
面
の
形
を

し
て
お
り
、
万
延
二
年
（
一
八
六
〇
）

の
願
書
と
文
久
元
年
（
一
八
六
二
）
の

再
願
の
願
書
を
写
し
た
も
の
で
す
。
森

地
区
の
広
瀬
家
に
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

書
い
た
の
は
戸
隠
に
い
た
人
で
、
中
野

代
官
所
に
宛
て
て
差
し
出
し
て
い
ま
す
。

栄
村
域
に
直
接
言
及
し
た
部
分
は
な
い

の
で
す
が
、
村
を
流
れ
る
千
曲
川
の
歴

史
と
し
て
、
ま
た
当
時
こ
ん
な
話
が
伝

わ
っ
て
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
万
延
二
年
に
差
し
出
さ
れ

た
願
書
の
内
容
を
、
か
い
つ
ま
ん

で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
連
年
の
千
曲
川
の
洪
水
で
両

岸
が
欠
け
崩
れ
荒
地
に
な
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
高
井
・
水
内
両
郡

の
う
ち
川
筋
が
偏
っ
て
い
る
村
々

で
逆
水
に
よ
る
水
腐
れ
が
起
き
て
い
る

の
は
、
去
る
弘
化
四
年
地
震
の
た
め
に

方
々
の
山
が
欠
け
崩
れ
、
大
雨
で
土
砂

が
流
れ
出
し
、
川
床
が
高
く
な
っ
た
り

埋
ま
っ
た
り
で
川
底
が
平
均
せ
ず
、
水

が
真
っ
直
ぐ
に
流
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

常
水
（
増
水
な
ど
の
な
い
平
常
の
水
量
）

の
時
節
に
人
力
を
尽
く
さ
ず
、
流
れ
る

ま
ま
に
放
置
し
て
い
る
か
ら
い
つ
ま
で

も
水
流
が
順
当
に
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

ま
た
、
高
井
郡
だ
け
で
水
除
け
を
す
れ

ば
水
内
郡
の
故
障
と
な
り
、
水
内
郡
だ

け
で
の
水
除
け
は
高
井
郡
の
故
障
に
な

る
の
で
百
余
年
前
に
も
争
い
事
に
な
っ

た
と
い
い
、
両
郡
平
均
の
水
除
け
が
い

つ
ま
で
も
で
き
ず
、
相
互
に
水
災
を
受

け
て
難
渋
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。」

　

次
回
に
続
き
ま
す
。
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写
真
提
供
者
：
中
沢
謙
吾

栄村に様々な
専門家が来村します♪

〈
用
語
説
明
〉

・
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
…
絶
滅
の
危
険
が
増
大
し

て
い
る
種

・
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
…
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
種

　
Ⅰ
類
の
次
は「
野
生
で
絶
滅
」、そ
の
次
が

「
絶
滅
」に
な
り
ま
す
。 （
環
境
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

○植物博士　石澤　進先生
　8月5日（土）～9日（水）　5日間
　鳥甲山付近の植物調査を行い、最終日は栄村自然植
物園（北野）にて作業を行います。

　9月12日（火）～13日（水）　2日間
　栄村自然植物園（北野）にて、初日は10時から、2日
目は9時から作業を行います。山野草の話をしながら
一緒に活動してみませんか？

○地域史料保全有志の会
　古文書専門家　白水　智先生
　民具専門家　　石野律子先生
　8月17日（木）～21日（月）　5日間
　9月23日（土）～25日（月）　3日間
　古文書班は栄村公民館にて廣瀬家文書の調査を行い、
民具班は東部保育園にて市川家民具の調査を行います。
興味のある方はぜひ栄村公民館へお越しください。

　

7
月
12
日
（
水
）
原
向
出
身
の
植
物
博

士
、
石
澤
進
先
生
と
村
内
外
の
栄
村
自
然

植
物
園
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一

緒
に
、
月
岡
に
あ
る
湿
地
帯
に
植
物
調
査

に
行
き
ま
し
た
。

　

石
澤
先
生
は
16
年
ほ
ど
前
に
も
湿
地
帯

に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
時
に
自

生
し
て
い
た
、
サ
ギ
ス
ゲ
、
サ
ワ
ラ
ン
（
長

野
県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
）、
ヒ
メ
ミ
ク
リ
（
環

境
省
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
が
今
も
存
在
し
て

い
る
か
、
調
査
す
る
た
め
で
す
。

　

月
岡
の
山
の
砂
利
道
を
ゴ
ト
ゴ
ト
と
車

で
上
り
、
尾
根
を
１
つ
越
え
た
あ
た
り
、

も
う
道
も
な
く
な
る
か
と
思
っ
た
と
こ
ろ

で
、
右
手
に
見
事
な
湿
地
帯
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。「
さ
す
が
栄
村
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
も
あ
る
の
か
」。
小
川
が
さ
ら
さ
ら

と
流
れ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
一
面
を
覆
い
、
多

く
の
植
物
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

ち
ょ
う
ど
花
盛
り
。
カ
キ
ラ
ン
、
モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
の
花
な
ど
、
見
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
と
し
て
は
、
無
事
、
３
種

と
も
確
認
で
き
、
栄
村
で
希
少
な
植
物
が

生
息
し
続
け
て
い
る
と
の
証
明
と
な
り
ま

し
た
！

　

た
だ
、
残
念
だ
っ
た
の
が
、
私
た
ち
が

入
る
前
に
、
植
物
を
採
取
し
た
跡
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
同
じ
場
所
で
何
本
も
と
っ

た
跡
が
あ
っ
た
た
め
、
お
そ
ら
く
、
販
売

目
的
の
採
取
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

石
澤
先
生
は
以
前
よ
り
、
希
少
な
植
物

を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
こ
の
場
所
の
大
切

さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
栄
村
の
皆
で
、

こ
の
湿
地
な
ど
の
希
少
な
土
地
や
、
そ
の

土
地
の
植
物
の
こ
と
を
理
解
し
、
守
り
育

て
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
住
む
場
所

を
守
る
ま
た
１
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

栄
村
の
植
物
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

み
た
い
！
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
栄
村
公
民

館
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
北
野
天
満
温

泉
横
の
栄
村
自
然
植
物
園
で
、
雪
が
解
け

て
か
ら
降
る
ま
で
、
石
澤
先
生
と
一
緒
に

月
１
回
程
度
、
植
物
の
移
植
や
草
刈
り
な

ど
の
整
備
活
動
や
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お問合せ先：栄村公民館（87－2100）

サワランカキラン

モウセンゴケの花



（30）公民館報  さ か え平成29年8月1日

　

お
盆
と
い
え
ば
13
日
か
ら
16
日
ま
で

の
４
日
間
で
、
こ
の
間
は
仕
事
を
休
み
、

帰
省
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
村
内
も
帰
省
客
で
に
ぎ
わ
い
、

こ
の
時
に
御
祭
を
行
う
集
落
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

お
盆
と
は
先
祖
の
霊
を
祀
る
一
連
の

行
事
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
簡
素
化
さ

れ
て
い
る
家
庭
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
で
も
ヨ
シ
を
刈
り
、
ヨ
シ
ズ
を
編
み
、

「
盆
様
」
を
飾
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
こ
の
「
盆
様
」
と
は
、
写
真
の
よ
う

に
、
２
～
３
段
で
飾
り
、
そ
の
両
脇
に
は

栗
や
萩
の
枝
を
柱
代
わ
り
に
立
て
、
上
部

に
ヨ
シ
を
３
本
程
度
ま
と
め
て
横
に
渡
し
、

さ
さ
げ
豆
や
萩
を
か
け
て
飾
り
ま
す
。
台

の
上
に
は
野
菜
や
飾
り
菓
子
、
そ
う
め
ん
、

水
の
他
、
な
す
や
キ
ュ
ウ
リ
に
箸
を
さ
し

て
作
っ
た
馬
を
あ
げ
、
萩
や
盆
花
を
お
供

え
し
た
も
の
の
こ
と
を
言
い
、
こ
れ
は
集

落
や
各
家
庭
に
よ
っ
て
飾
り
方
が
異
な
る

よ
う
で
す
。

　

お
盆
に
は
ご
ち
そ
う
も
供
え
ま
す
。
平

成
20
年
に
発
行
さ
れ
た
「
ば
あ
の
ご
っ
つ
ぉ

う
ん
め
ぇ
の
し
」
に
よ
る
と
、「
赤
飯
（
朝
）、

天
ぷ
ら
、
そ
う
め
ん
、
え
ご
、
棒
だ
ら
、

ぜ
ん
ま
い
煮
、
ゆ
う
ご
」
な
ど
が
「
盆
ご
っ

つ
ぉ
」
と
し
て
食
卓
へ
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。

昨
年
開
催
し
た
、
公
民
館
講
座
「
ま
つ
り

ご
っ
つ
ぉ
」
で
は
、「
赤
飯
に
は
、
も
ち
米

と
う
る
ち
米
（
ま
た
は
粟
）

を
８
：
２
で
混
ぜ
る
と
冷

え
た
と
き
に
カ
チ
カ
チ
に

な
ら
な
い
」「
え
ご
は
日
持

ち
す
る
よ
う
に
少
し
の
酢

を
入
れ
る
」
と
い
っ
た
知

恵
が
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
ご
っ
つ
ぉ
に
オ
ー
ド

ブ
ル
や
お
寿
司
も
ご
ち
そ

う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ

か
く
家
族
が
集
ま
る
機
会

で
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
手
間
か
け
て
、

昔
か
ら
食
べ
続
け
ら
れ
て
き
た
「
栄
村
の
味
」

を
子
ど
も
や
孫
に
知
っ
て
も
ら
う
の
も
い

い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
お

盆
の
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
お
祭
り
を
行
っ

て
い
る
集
落
が
豊
栄
、
西
部
地
区
を
中
心

に
多
く
あ
り
ま
す
。
集
落
に
よ
っ
て
獅
子

舞
が
あ
っ
た
り
、
天
狗
が
あ
っ
た
り
、
盆

踊
り
が
あ
っ
た
り
。
ま
た
獅
子
に
よ
っ
て
も

男
獅
子
や
女
獅
子
、
女
獅
子
で
も
そ
れ
ぞ

れ
に
舞
い
や
衣
装
が
違
っ
た
り
と
、
集
落

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
ま
す
。
先
日
行
わ
れ

た
栄
夏
祭
り
で
は
、
箕
作
地
区
の
男
獅
子

の
舞
い
と
月
岡
地
区
の
女
獅
子
の
舞
い
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
集
落
の
獅
子
舞

を
拝
見
す
る
の
も
、
ま
た
違
っ
て
い
い
な
ぁ

と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

村
民
の
中
に
は
「
お
ら
ど
こ
の
獅
子
は

○
○
か
ら
教
わ
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
獅
子

に
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
語
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
獅
子
舞
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
後

世
へ
語
り
、
た
と
え
今
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
語
り
継
ぐ
こ
と
で
ど
こ

か
で
復
活
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昭
和

43
年
の
公
民
館
報
に
は
「
祭
の
伝
承
行
事

各
地
区
で
復
活
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

今
に
限
ら
ず
獅
子
舞
や
ち
ょ
う
ち
ん
行
列

は
昭
和
の
時
代
に
も
衰
退
の
危
機
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
と
、「
箕
作
の

山
車
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
三
角
形
の
布

団
は
三
（
さ
ん
）
徳
（
と
く
）
と
い
っ
て
、

針
仕
事
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
と
い
う

女
の
人
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」

と
か
、「
極
野
の
御
祭
で
は
お
祭
り
の
ト

リ
モ
チ
と
言
わ
れ
る
者
が
き
て
、
灯
篭

を
持
っ
た
り
神
楽
に
野
次
を
飛
ば
し
た

り
し
て
お
祭
り
を
賑
や
か
す
」
と
い
っ

た
風
習
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
獅
子
舞
に
奮
闘
す
る
若
者
が

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

江
戸
時
代
（
１
７
４
６
年
）
に
箕
作
の

獅
子
が
平
林
や
大
滝
へ
出
か
け
て
舞
い

を
披
露
し
た
り
、
箕
作
に
宮
野
原
の
獅

子
が
来
て
舞
い
を
披
露
し
た
り
し
て
い

た
よ
う
に
、
極
野
の
ト
リ
モ
チ
で
は
な

い
で
す
が
、
集
落
の
お
祭
り
を
賑
や
か

し
に
行
く
と
い
う
の
も
面
白
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

家
族
が
一
堂
に
集
ま
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
。
お
盆
に
先
祖
を
敬
い
、
ま
つ
り

ご
っ
つ
ぉ
を
囲
み
、
祭
り
で
先
人
が
継

承
し
て
き
た
も
の
執
り
行
い
、
ル
ー
ツ

を
語
る
こ
と
で
、
広
く
栄
村
の
文
化
は

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

栄
村
の
お
盆
と
お
祭
り
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栄村公民館が行っている図書プレゼント事業を紹介します。

図書室開放日のお知らせ
平　日:午前8時30分～午後5時
土　日:午前9時～正午
休館日: 8月／12日・13日　9月／16日・17日・23日

新着本の紹介

　子どもたちへの読み聞かせは、想像力を豊かにし、感性が磨かれるだけでなく、語彙が増え、表現力
も高まると言われています。３歳を過ぎた当たりから、赤ちゃん絵本から「おおきなかぶ」や「ぐりとぐら」
といった簡単な物語を楽しむことができるようになります。夏休み、お子さんや帰省されたお孫さんと
一緒に涼しい図書室へ遊びに来てみませんか？

栄村書籍のご紹介
今回ご紹介する本は「不戦の誓い」

　戦争の悲惨さを子孫へ伝えていくために、終戦から
50年目（1995年）の節目にあたり、戦時を生き抜いて
こられた方々60名の貴重な体験をまとめた1冊。
　この本には15年にわたった戦争が描かれています。
栄村においても戦死者名簿によれば
148名の尊い命が犠牲となっています。
これらの体験記を通じて不戦の誓い
を新たにすることが、現代に生きる私
たちの使命といえます。
【お問合せ】栄村公民館（87-2100）

　老若男女が一堂に会する文化祭！そろそろお仲間で、展示やステージ発表、フリーマーケットについて
準備をすすめてみませんか？出展。出場者募集チラシは９月上旬には配付予定です。みなさんのご参加お
待ちしております♪

　「栄村子ども読書活動推進計画」が平成29年3月に策定されたことを受け、本年度より推進委員会を立
ち上げて、子どもたちが本に親しみやすい環境づくりを進めています。

栄村公民館図書室から長野県立図書館の本を借りる
ことができます。栄村図書室から県立図書館の蔵書リ
ストから検索をすることができますので、栄村図書室に
ない書籍や図鑑についても、お気軽にお声掛けくださ
い(システムは職員が操作します)。

県立図書館の本を借りることができます

他10冊
だいおういかの
　　　　　いかたろう
作・絵／　
ザ・キャビンカンパニー

ぼくのジィちゃん

作／くすのきしげのり
絵／吉田尚令

こぶとり

作／おおかわえっせい
絵／おおたこうし

ふゆめがっしょうだん

写真／富成忠夫・茂木透
文／長　新太
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倉俣  恵さん宅（志久見）

歌とダンスが大好きな
女の子です。

月岡三千子　白鳥（85歳）
①
白
鳥
生
ま
れ
。
新
制
中
学
校
を
卒
業
後
、
夏
場
は
家
の
百
姓
を
手
伝
い
、

冬
は
静
岡
の
み
か
ん
も
ぎ
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。
昭
和
29
年
に
結
婚
。
東

栄
化
成
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
孫
が
生
ま
れ
た
の
で
退
職
し
、

孫
の
子
守
に
専
念
し
た
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
シ
ニ
ア
大
学
や

に
こ
に
こ
教
室
へ
出
て
い
き
、
仲
間
と
会
う
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

②
今
の
家
が
で
き
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
。
住
ん
で
い
た
家
が
火
事
に
な

り
、
道
路
拡
張
の
た
め
に
建
て
直
し
、
今
の
家
が
で
き
た
。
社
員
旅
行
で

行
っ
た
秋
田
や
群
馬
、
佐
渡
は
楽
し
か
っ
た
。

③
1
軒
だ
け
じ
ゃ
暮
ら
し
て
い
け
な
い
。
と
な
り
近
所
を
大
切
に
し
て
、
お
茶

飲
み
を
し
な
が
ら
近
所
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

①
満
州
生
ま
れ
。
満
州
で
女
学
校
3
年
生
の
2
学
期
に
終
戦
を
迎
え
帰
国
。

卒
業
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
当
時
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
を
果
た
す
事

が
で
き
な
く
て
切
な
か
っ
た
。

②
自
分
自
身
が
兄
弟
と
年
の
離
れ
た
末
っ
子
だ
っ
た
の
で
、
親
子
3
人
で
暮

ら
す
時
間
が
長
く
、
一
人
っ
子
の
よ
う
に
育
っ
た
。
今
は
娘
と
い
い
婿
さ

ん
と
た
く
さ
ん
の
孫
に
囲
ま
れ
て
、
に
ぎ
や
か
で
う
れ
し
い
。
満
州
に
い

た
頃
に
毎
日
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
海
や
登
山
は
楽
し
か
っ
た
。

③
生
き
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
や
気
を
つ
け
な
け
れ
は
い
け
な
い
こ
と
を
寝

る
前
に
よ
く
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
母
の
介
護
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、
自

分
は
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
う
。

上倉小百合　平滝（86歳）

年輪　（147）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

月岡きく子　白鳥（82歳）
①
青
倉
生
ま
れ
。
新
制
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
三
重
県
の
紡
績
工
場
で
6
年

間
働
い
た
。
嫁
い
で
か
ら
、山
奥
の
炭
焼
き
場
か
ら
炭
を
運
び
下
ろ
し
た
り
、

田
を
手
で
耕
し
た
り
大
変
だ
っ
た
。
タ
バ
コ
や
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
を
出
荷

し
た
こ
と
も
あ
る
。
近
く
の
加
工
場
で
働
い
た
り
餅
工
場
で
働
い
た
。

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、
子
ど
も
が
結
婚
し
た
時
、
孫
が
生
ま
れ
た
時
は

う
れ
し
か
っ
た
。
勤
め
先
の
社
員
旅
行
で
行
っ
た
佐
渡
や
三
重
は
楽
し
い

思
い
出
。
今
は
２
人
の
子
ど
も
が
時
々
来
て
、
畑
の
草
取
り
を
し
た
り
、

温
泉
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
。

③
弟
が
開
い
て
い
る
食
堂
へ
出
す
野
菜
や
子
ど
も
た
ち
へ
送
る
野
菜
を
作
る

こ
と
が
張
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
仲
間
と
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
テ
レ
ビ

番
組
の
ド
ラ
マ
や
歌
謡
番
組
が
楽
し
み
。

好
こ の か

花ちゃん（5さい）

メロンとスイカが
だいすき!
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電
柱
の  

陰
に
身
を
よ
す  

炎
暑
か
な

今
日
の
糧  

求
め
て
長
き  

蟻
の
道

病
む
足
を  

引
き
ず
り
な
が
ら  

茄
子
植
う
る

月
の
夜
の  

長
風
呂
欠
伸  

妻
騒
ぐ

関
谷
貞
子

柳
　
静
江

山
田
せ
き

山
田
政
治

　私は今の郵便局の仕事に就いて今年で3年目にな
りました。主に村内の平滝、西部地区を担当させて
いただいています。日々の仕事の中で新たな人との
出会いもあり、私を見かけると、お茶でも飲んでく
かいと声をかけて下さったり、暑いから気を付ける
んだよなどと声をかけてくださり、
栄村の方々の温かさを日々感じなが
ら毎日仕事をしています。これから
もこの自然豊かで人々の温かさを感
じられるこの村に住み続けたいと思
います。よろしくお願いします。
山本幸太（26歳）　野田沢

　私は飯山高校に在学しています。
　春から2年生になりました。また、バドミン
トン部のマネージャーをしています。個性豊か
な部員たちがいる中でいつも笑顔にさせてもらっ
ています。とても楽しいです。部活、勉強…と

大変な毎日ですが将来の夢を叶え
るために頑張っていきたいです。
そして、周りの方々への感謝を忘
れずにひとつひとつ頑張っていき
たいです。
関沢彩花（16歳）　森

　

梅
雨
明
け
宣
言
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
雨
が
続
き
戻
り
梅
雨
で
す
ね
。
タ
チ
ア
オ

イ
の
花
も
上
ま
で
咲
い
て
い
な
い
か
ら
ま
だ
本
当
に
梅
雨
明
け
で
な
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
土
用
の
丑
の
日
が
２
度
あ
る
年
で
す
ね
。
２
度
あ
る
年
は
作
物

が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。
７
月
に
２
度
で
な
い
か
ら
大

丈
夫
か
し
ら
。
そ
う
い
え
ば
根
曲
り
竹
の
花
が
咲
い
た
年
は
作
物
が
良
く
な
い
と
言

い
伝
え
が
あ
る
ら
し
い
の
で
、
今
年
の
作
物
は
心
配
で
す
ね
。
言
い
伝
え
通
り
に
な

ら
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

夏
の
野
菜
も
た
く
さ
ん
採
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
猿
の
軍
団
が
来
て
せ
っ

か
く
育
て
た
野
菜
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
も
チ
ラ
ホ
ラ
と
聞
こ
え
て
い

ま
す
。
自
然
と
共
存
し
て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
は
仕
方
な
い
か
と
思
え

ま
す
が
い
ま
い
ま
し
く
思
い
ま
す
ね
。
相
手
は
命
が
け
、
畑
の
作
物
を
い
た
だ
く
こ

と
し
か
頭
に
な
い
の
で
、
１
枚
上
手
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
け
も
の
に
食
べ
ら
れ
る

前
に
お
い
し
い
夏
野
菜
を
食
べ
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。　　
　
　
　

  

和

編
集
後
記
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